
•一ュ 一一 プ

UNITE 

11 
~·---

目 次

ロマン ・ロランの言菓 ・・ ー

ロラン＝マ ル ヴィー ダ往復苫簡（完） • •· •·•··•• •·· · ·•· ·•·· 南大路 振一訳 ・・・・.. 2 

マルヴィーダ ・フすン ・マイゼンプーク ・・・・ .. • • •• • .• • •• •.. . • B. シュ ライヘア ・・・・ ・・12 

マルヴィーダをめぐ って

-B. シュライヘア， 片山敏彦n復i杯簡カヽ ら一 ・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・19 

仏独合作テレビ映画

<ジ ャン ・クリス トフ>の周辺から ・・ ・・ ・

ユニテの広場 ••.• .••.• •••.••...•.. •. ••. •• .• . . •••.•. 

ロマン ・ロラン研究所か ら ・・ ・・・ ・・

友の会だより

あと がき ・・・・・

研究所図no録('1)

宮 本 エイ子 38 

古 田 泰子 ・・・・・・ 41

......................... 42 

43 

・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 

．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．． ．．．．（付）

疇•~

日本・ロマン・ロランの友の会編



ロマン・ロランの言葉

“ル・コルビュジェに，＇

ご本をあり がたく 存 じます／ それは，明日には実在する であろうも のに向っ て

放たれた矢のよ うに，逆らいがたい勢いを もっています。 私たちの踵にくつついている

過去の不幸から解放された心地がします。あなたがたは私た ちの心配の上に楽観を

吹きかけます。 プラボー／ 私は， 緑の中に浸ったセ メントと ガラス でできたあな

たがた の都市の一ー光を飲んでいる杭の上の家々を今から すでに楽し んでおります。

ただ一つ私が心配することは，あなたがたがすべての国に同一の建築形態 を規定し て

いる点です。私は同じ関係を考えますが， しかし違ったもろもろの要素の間のこと

であります。私は規格化を誓戒します。それは，あなたの場合には創造的です。そ

れを受け容れる国々においては，精神の怠惰が転げ落ちてゆく傾斜になりましょう。

合ーの中で，人類の変化の反抗をむしろ剌激すべきではないでしょ うか？ また生

理学的にも「単調な気候」は重大な不便を来さずにはおかないと考えられませんか？

人問の勝ち誇った飛躍は，ずっと昔に消滅した他種の動物たちの成形性に比較して，

驚くべき発達をとげた成形性を有することに，その一部分を負うているはずです。

人間は，暑さ，寒さの変化に対してもまた抵抗する術を心得ていたし，今もなお心

得ているはずです。人間に，不変の理想的気候を与えることは，人間を弱くする危

険を冒します。動きを愛するあなたは，あなたが建築される人間環境の多種多様な

条件を受け容れながら，あなたが許す光線の法則の枠内で，自由の余地を人間にお

残しください……・・・レオナルドがいったように，それぞれの自然が「その自然の固

有の精神のなかで変貌する」のです Tras mutarsmella propria mente dit 

natura. . . . . (自然は一つに止まらないのです。）

（交響楽に心を奪われてしまった社会的＝個人主義者）癒しようのない個人主義者

をお恕しください。彼は，大地の征服者たるあなたの天才的な個人主義に敬服しな

がら， 自分は脅かされていると思って自己防御をしているのです/

私の献身的な強い好意を信じてください。

宮本正清訳『どこから見ても美しい顔』から
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マルヴィーダとロランの往復書簡（完）

. 7月の初めマルヴィーダはローマを去り，メザラッテにいるラウラ・ミンゲッテイ

夫人のところで数日を過ごした。 7月 15日に彼女はヴェネチアでロランと落ち

合い，彼を同伴してミュンヘン経由でバイロイトヘ行った。ロランは一ーシーズ

ンはじめの一一『トリスタン』， 『バルジファル』， 『タンホイザー』 の上演 を観

て， 7月 29日にパリヘ戻った。（編集者による注）。

マルヴイーダからロランヘ

パイロイト，ホーフガルテン通 4番

1891年7月 30日

これでまた手紙だけになりました。したしい友よ，私の思いはいつもあなたと共

にあります。昨日は比較的よい天気に恵まれました，，おかげであなたはニュールン

ベルクを少しくわしく見学できたでしょう。夕方の 6時，劇場で私はあなたがちょ

うど汽車に乗り込むのを思い浮かべました。けさの 6時にはシュトラースブルクに

いるあなたを想像し，そして今 10時にはあなたがもう母国に入り，長旅の終りに

近づいているのを承知しています。ああ心の奥底でとi.::iのように， 「もう二

度とは/ もう二度とは/」とひっきりなしに繰り返すものさえなければ．／ 私は

過ぎ去った大切な日々の快い追憶にふけるわけにはゆきません。今はまだ耐えがた

いのです。そして『パルジファル』第 3幕の崇高な響きでさえも，昨日は私の悲し

みを強めるばかりでした。というのも，私はこれを一緒に聴いた日曜日のことを考
1) 

えたからです。そしてあの聖金曜日の魔力も私を感動させることは出来ませんでし

た。(----)

ヴァーグナー一家は皆あなたのことを尋ねました。そしてジークフリードは外出

の際，私が一すでに〔女中の］トリーナと万事打ち合せてあったので一一彼の親
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切な申出を断ったところ，少しばかり立腹して言いました， 「誇りが高いですね，

あなたは。ロランさん以外には同伴されたくないのですね」と。この手紙をすぐ発

送したいと思います。あなたがパリにいる間に届くかも知れませんから。ああ，

昨年のように， 「3ヶ月たてば、また太陽の国で /Jと自分にいうことが出来たな

ら/ しかし無情なこだiは告げます， 「否/」と。これからはもっと悪くなるで

しょう。今はまだ何もかもあなたの存在で満たされています。そしてドアを開ける

たびに， まるであなたがソファーに坐っているような気がします。もしあなたのさ

さやかな願いが実現するなら， もっと良いソファーが手に入ることでしょう。あな

たができるだけ早く手紙を下さることを私は知っています。そして私がどんなにそ

の手紙を待っているかをあなたは知っています。あなたはそもそも事の始めから私

にとって大切な人間です。

M. 

注

1) 『パルジファル』第 3幕の聖金曜日の音楽はこの楽劇のもっとも美しいもの

に数えられる。

Il ロランからマルヴィーダへ

パリにて

1891年 7月 31日，金曜日の朝

したしい友， まず第一に， あなたから戴いた美しい青色の封筒を使わないことを

お許し下さい。引越しのごたごたで見つからないのです。私をもうご存知です

から，秩序と私とはまったく別々のものであることを容易にお考えになれるでしょ

う。(----)

ニュールンベルクは面白いでした。しかし近代工業が中世を壊しています。尖

った屋根の間から高くつき出る煙突は私の気に入りません。建物にも私は好感をも
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てません。こ の ドイツ のゴシック様式は固くて，厳しく，軽快さに乏しく，私を威

圧 します。ゼバルドゥ ス教会の内部はデューラーの描く肖像画（ミ ュンヘンの勇敢

な騎士）I)の頭部を思い起こさせま す。信仰の狭さと固さの臭いが します。絵画でさ

え私の期待には応えてくれませんでした。ここの美術館のデューラーはミュンヘン

のそれには遥かに及びません。ただ一つ，プルクマイヤー2)には本当の喜びをおぽえ

ました。これはひじょうに魅力があります。 しかし これに もヴェネチアの影響が感

じられます。北方のこれ らの貧弱な人間が一一彼ら のうちの最も ドイ ツ的な人間で

さえもが，常にこれほど南方に憧れたとは信 じられ ませんでした。ニュールンベル

クでいちばん私を驚かせたのは彫刻です。これほどの美 しさ を私は思っ ても みませ

んでした。アーダム・クラフト 3)とペーター・フィッシャー4)はけっして忘れることの

ない名前です。とくに後者—彼の手になる聖ゼバルドゥスの墓5) にはすっかり 感心

しました。そこには装飾的なものへの感党が認われ，個性的な表現を見事に果たし

ているだけでなく，また申し分のない威厳とひじょうに多く の優美さがありま す。

私の旅の印象はいささか味気ないものです。もう一度それに生気を与えるには精

神の集中が必要でしょう。いまは身も心も疲れています。これまで私は他の人間たち

—あらゆる国，あらゆる時代の愛する芸術家たちに没頭して来ました。今はより

利己的になり，少しばかり自分のものになって， 自分の内から生きて行動してみた

いと思います。しかしさしあたり私には緑のなかでの十分な休養と，それから忘却

．が必要です。私の肉体の回復は困難です。そして私の魂のそれはもっと困難です。

(----) 

私は過去の生活がどれほど遠ざかったかを考えて苦痛をおぽえます。バリの喧騒

な日常は私をして現在と和解させそうもありません。フランス国境で私は一冊の文

芸雑誌を買いました。吐気がしました。そしてこういった連中を相手にしなければ

ならないのです/

私のことを忘れないで下さい。あなたから遠く離れていることはとても辛いです。

お知合いになって以来， あなたが私のためにして下さった一切を私は考えています。

それにたいして私は深い愛情と限りない感謝をあなたに捧げなければなりません。

心をこめて抱擁します。
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あなた を愛する友

ロマン ・ロラン

注

1) ミュ ンヘンの絵画館 (AltePinakothek)蔵のさる祭壇にみられる もの（編集

者の注による）。

2) Hans Burgkmair (1473-1531). アウグスプルク 出身で，デューラーの同

時代人。イタリアで修業。

3) Adam Krafft (ca. 1450-1509) 

4) Peter Vischer (ca. 1460-1529) 

5) フィッシャーが二人の息子と共に 10年(1508-19)の 歳月をかけて製作。

ドイツ鋳造芸術の粋といわれる。

Ill ロランからマルヴイーダへ

パリにて

1891年8月 1日の夕方

したしい友，あなたに書 くのに 2日待っことは，私にはとても長く感じられます。

ああ，したしい友，なんとあなたの不在が身に泌みることでしょう—ぁなたのこま

やかな情愛，私たちの長い繕論，私たちの静かな会話（そこでは口に出さないでお

くも のも理解された のです）。いつもソファーの片隅に坐っている私が見えます。

（そ のソファーの色はその日によって変わります）。あなたは私と向き合っていま

ひとこと

す。私たちは沈黙したままです。と，何かの一言でさまざまの想念が浮かびますが，

私たちはそれを押さえようとします。私は虚空を見つめます。しかしあなたの友人

. . . . . 
としての眼が私の眼をさぐり，その奥底まで見抜くのを感じます。 そ してそのほう

と向 くと，私はそのなかに溢れるほどの好意と悲しみと，そしてまた同情を読み取
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ります。（そうです，他人からの同情を好まぬ私の自尊心を傷つけないために，あ

なたが何と言われようとも，実際それは同惰なのです。し かも私の自尊心はそれ を

大いに必要としているのです。 ）ええ，打ちひし がれた私が，あなた の眼のなかに，

その眼をあれほど悲しくさせる同情を読み取る とき， 私はあなたが気の毒になり，慰

めようとさえして，私自身が考えていることを忘れるのです。―-―こ ういった時は

もう過ぎ去りました。これに似た時がまたやって来ればよ いのですが。ああ しか
とど

しあれは一過ぎ去った時は，二度とは来ないのでしょう 。人生はけっして留まる

ことがありません。(----)

私はさっそく私のもとの〔エコル・ノルマルの〕校長のと ころへ行って来ました。

モノー氏の意見では私にたいへん好意をもっていて くれる人物ですが，最初は私 を

犬よりもひどく扱いました。もちろん私がはじめ率直すぎた のかも知れません。 し

かし水に飛び込もうとする場合には，私は回りくどいことはしません。 「賜暇Jと

いう言葉を聞くや彼は飛び上がりました。（私が理由として学位論文や歴史研究を

挙げないで，芸術， 「文学」を挙げたことをお考え下さい。 「あなたは明らかに文

学で商いをやろうとしている。」 「文学で．／」 「あんな下 らぬもので I」これが

彼の言い草です。）彼は断言しました一一それは出来ない話で，私には認められな

い一私はまだ正式に傭われていない一一賜暇は実際の教授にだけあり，将来の教

授にあるのではない。一したがって賜暇を願い出るに先立って少なくとも数ヶ月，

大学で教えなければならない云々。その口調はそっ気ないものでした。しかし終り

ごろになって，私が動じることなく，十分な確信を持って答えるのに気づくと，彼

は態度を柔げました。私が冗談を言ったり，義務を逃れるための軽率な口実を設

けているのではなく， もう一つのより拒否しがたい，より必然的な義務を問題にし

ていることを悟らざるをえなかったのです。さいごに彼は言いました一一彼自

身としては私が芸術に身を捧げるのを正しいと思う，そして彼の考えるところでは，

それによって私は教授として留まる場合と同様に大学に対する義務を果たすだろ

う，全体として彼は私に敵意を持つのではなく，いざという時には私を助けるだろ

う，と。

(----)事態はここまで来ました， したしい友。親族ー同は私が期待してい
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た以上に歩み寄ってくれます。私の熱烈な手紙と『オルシーノ』と の印象があまり

に強かったので彼らは皆，大学を断念するという私の決意を了承してくれました。

このことで私は彼らにたいし限りない感謝をおぽえます。いま父は私をジャーナリ

ズムの世界に押し入れようとする熱意で私をほ とんど当惑させます。私には大学と

同じ位，恐ろしい世界です。 『オルシーノ』についての彼らの判断は面白いです。

そこには一致がみられません。祖父は第 1幕には文句がありますが，第 2幕には感

動しました。しかし第 3幕がいちばん好きです（カタリーナ//)。妹は第3幕をもっ

とも独創性に乏しい幕とみなし，第 1幕のほうを取るようです。父は私が時折（ 意

図的でないことは彼も認めるのですが）誰かを模倣している， と打ち明けました。

その誰かとは一ーご見当のつかぬことは確かです/—ヴィクトル・ユゴーです。

この賞賛（父の目には賞賛です）は私を打ちのめしました。それから私は大笑いし

ました。父がこれ以外になお特に高く買っているのが何かお分かりですか？ 第 1幕

のリオナルドの演説と第 2幕の木陰での独白です。（妙な話ですが，私自身は考え

てもみませんでした。 ）さいごに母が第 1幕とリオナルドを好いていることはご承

知のとおりです。私が好いているのはオルシーノです—ォルシーノだけで他の人

物はちがいます。―忘れていましたが，祖父はカタリーナとオルシーノの恋はあ

らかじめ準備できないものかと尋ねました。私はこのままが真にイタリア的なのだ，

と抗諮しました。すると彼はこれではフランス的でない，と答えます。なるほど。

わが尊敬すべき祖国では，一般に，その「件」（婚姻のことです）のもたらす物質

的・金銭的な利益を双方が十分に認識することで電光J)の用意がなされるのを私は

よく知っています。しかしルネサンスの人間は簿記掛ではありませんでした。彼ら

は今日の人間ほど妥算はしませんでした。それでいて結局今日の人間よりも誤算は少

なかったでしょう。彼らは自分たちの真の利害を考えて行動することのほうが多か

ったのです。

これまでのところ私には昔のものを直したり，何か新しいものを書いたりする時

間がまるでありません。田舎に帰れば若干の暇ができるでしょう。しかし是が非で

も私がそこに留まらねばならない，あの芸術的＝理想的な雰囲気に浸っているのには，

あなたが私のそばにおられることが必要なのです。
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(----)皆様によろしく 。ミミ 2)に私からうやうやしい挨拶 を/ これ以上

に不愉快なものを彼女に送れないと思いま す。

心をこめてあなたを愛します。

R. ロラン

当地でバイロイトについて書いた者がまだほとんどないなど信 じられるでし ょう

か／ しかし私には書 くべき新聞がないのです/

今すぐお手紙をいただく のな ら，クラムシー（ ニエーヴル）のクロ氏（祖父です）

宛にして下さい。

注

1) 愛の情熱の表面化をいうのであろう。

2) 若さを気取った身分の高い老婦人（編集者の注による）。

IV ロランからマルヴィーダへ

パリにて

1891年8月4日，火曜日の朝

したしい友，私がどれほど悲しい思いをしているかご存知なら．／ 私の到着いら

い，ものの 10分と太陽が照ったことはないでしょう。いつも雨模様で，寒く，陰う

つです。腹立たしい些細なことが無数にあって私を苦しめます。いちばん悪いのは

不機嫌—一私の個人的な敵であるメランコリー（と，おっしゃっても構いません）。

これがいつも私のそばにいるのを感じます。私の心から情熱の力が退いたあとへす

ぐさま巣くう機会をうかがっているのです。そして今はメランコリーにとって好都

合です。というのも，私は疲れ切っており，私のなかには情熱も意志も働かないか

らです。するべきこと，考えるべきことがあり余るほどあるのに，何もせず，何も

考えません。賜暇を願い出なければなりません。あまり希望はもてませんが，どこ
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か美術館に職を求めなければなりません
I) 

。ンエフ ロア氏 には手紙 を芯き，モノー

氏には手紙を書 こうと しました。 『オルシー ノ』を仕上げねばならないのに，まだ

手をつけていません。ムネに送られた写しに目を通しただけ です。 （半ページ もの

脱落がいくつかあり，いく つかの文章はまるで意味をな しません 。ムネが どう して

理解できたのか不思諮です。） 『バリ ヨーニ』 を続けたいです。『エンペドク レス』

を続けたいです。 『カリグラ』2)を続けたいです。一ーそ して結局，私は何も欲せず，

何もしないのです。 『ルヴュー プルー』誌とアーダム夫人の雑誌にも寄稿を試み，

どれかの新聞にバイロイト便りを送らねばなりません。そ の一方では湯治場に出か

けて水治療を受け，十分に休養をと り，仕事を してはな らないのです。それでいて

自分の未来を考え，心に涙して過去を考え，生き ，お しゃぺりを し， お しゃぺりを

聞き，行動し，そして神的な平安に包まれた最後のまどろみ〔死〕に憧れるとい う

有様です。ああ， ローマの純粋な光，私の女友だち の清澄な世界。一一私の魂のな

かに漂う霧を晴らすのには，この二つがどれほど必要でしょ う/(----) 私

はどれほど友人たちの愛情に包まれていたいでしょ う／ これはエゴイズムでしょ

うか？ いいえ，これは孤独にたいする不安なのです。ー一私の内的本質が私をそ

こへ閉じこめるあの孤独にたいする。

これで打ち切りましょう。陽光が外界で消えた後は，陽光を私たちの内部に輝か

せましょう。私たちの魂を空虚がとりまく今，私たちの魂を満たしましょう。そし

て世界と私たち自身を新しく創造することに努めましょう/

したしい友，あなたを抱擁します。お便りはクラムシーヘ。モノー氏の住所をお

知らせ下さい。
R. ロラン

私の想像力はバイロイトとその劇場をすっかり再建しました。そしてもはやそこ

に居ないことが辛いです。あなたがこの一一私には消え去った―生活をなお楽し

んでおられるのが本当にうらやましいです。くわしい報告をどうか忘れないで下さい。

注

l) 『ユニテ』 2, P .13の注 2)参照。

~) 前 37 -41年のローマ皇帝。

-9-



V マルヴィ ー ダか らロラ ンヘ

バイロ イ トにて

1891年8月の初め

したしい友，昨晩『トリスタン』から帰っ て来ると あなたの 3通Hの手紙が待っ

ていました。この『トリスタン』は，アルヴァリ I)が第 3枯で頁の芸術家の本領を

発揮したために，見事な出来でした。この崇高なド ラマの興奮が冷めやらぬうちに，

私はいっそう深い感動をもってお手紙を読みました。ああ，外界の太陽がない時に

ゲニウス

も天才の永遠の光が輝くこの地にあなたを留めておけた なら．／ 少なく とも南方の

純粋な光の中であなたに再会できることが確実であるなら/ しかし，過 ぎ去った

ものは二度とは戻らないと自分に言い聞かせる度に私が味わ うその悲しみにも 拘 ら

ず，あなたの最後のことばを読んだ時，私はやはり仕合せであり， あなた を誇りに
，，，ニウス

思ったのです。そうです，創造的な天オをうちに秘め， 「世界と自分自身を新しく

創造することができる」英雄的な魂は，あなたの最後のことばのような考え方をす

るのです。この使命にたいしあなたの最上の女友だち—深い愛情と， あなたの成

功についての熱い願いとで遠くからあなたを見守るあなたの女友だちの祝福を受け

て下さい。

(----)昨日の午前，私はツッキ2)を訪問しましたが，彼女はドゥーゼより

も興味があります。それは飾らぬ人柄だからです。彼女はホテルの食事が口に合わ

ないので．ちょうど台所でイタリア料理をつくつているところでした。やはり彼女

は良い主婦でtぁるのです。 （というのは，部屋はひどい散らかりようで， まこと

にイタリア的です。）そしてよい母親でもあるようです。小さな娘を紹介してくれ

ましたが， とても可愛い子で，ツッキは当地でもこの子のために授業をしても らっ

ています。それから私たちは芸術のことを話しましたが，私はこの一見，無学な人間

の素朴な理解力に驚ろかされました。彼女には芸術家の魂の鋭い洞察力があるのです。

彼女は言いました， 「信念が欠けているのです一ー何にたいするにせよ， ともかく

信念が。ですから私たちにはもう芸術がありません。懐疑はすぺてを殺し，金銭と

娯楽だけを狙わせます」と。(----)
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昨日夕食のとき，バイロイトの真の友人たちを一ーすぺての身分や素性のちがい

を超えて一一互いに結合する絆は どんなものかという問いが羞論されました。 （一

---)或る人は「純粋に人間的なもの」がもつ真実性だと言いました。或る人は蘭

素さだと言いました。そしてまた或る人は感情の豊かさと想像力だ と言いました。

こういう具合です。私は黙っていましたが，心の中ではこう考えました一一偉大な
グニクユ

芸術においては，私たちは個人，個人の苦しみを脱け出て，天才によって この現象界

に啓示される宇宙的な一体性〔ユニテ〕の中へ帰っ て行く のだ， と。偉大な芸術に

おいて—私たちを打ちのめすその悲劇的な内容にも拘らず—私たちに純粋，崇

高な喜びを与えてくれるのは， まさにこれなのです。どう思いますか？

したしい友よ，何よりも健康に気 をつけて下さ い。身体が丈夫になるにつれて精

神の力，創造的な力も回復するでしょう。私の眼がもはやあなたに言えなくても，

私は心をこめてあなたのことを考え，心からあなた を愛します。

M l¥l 

注

1) Max Alvary-Aschenbach (185 6-98). 有名なヴァグナー歌手（テノール）。

2) 『ユニテ』 9,P 14の注 2)参照。

〈訳者あとがき〉

『ユニテ』復刊（正確には再復刊というべきか？）を機に，その第2号のために，

ベルタ・シュライヘア編『ロマン・ロラン＝マルヴィーダ・フォン・マルゼンプー

ク 或る往復書筋 1890 -91』(1932)の最初の部分から「とりあえず 6通を

えらんで」訳してみた。もう 6年前のことである。求められるがままに，それ以後

の分からも選択，連載して今回にいたった。これで同書に収められた 137通（マル

ヴィダ 67通， ロラン70通）の半分ちかくを紹介したことになる。この貴重な「精神

の記録」を十分な日本語に移しえたかどうか，筆をおいてみて心許なく思われるが，

この仕事が， ロランばかりでなく，編者シュライヘア女史 (1889-1969)自身に

も多くを負う者のささやかな感謝の印しとなれば幸いである。

(1980年 3月はじめ） 南大路振一
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マルヴィーダ・フォン・マイゼンプーク

ベルタ・シュライヘア

臨終の床のアレクサンダー・フォン・ヴァルス ベル クをヴェニス に見舞ったあの

悲しい訪問の後に，マルヴィーダはまたしても夏と秋とをヴェルサイュ のモノ一家

で暮す。オルガの母としての喜ひ．，母としての心づかいにマ ルヴ ィーダは愛と持っ

て助力を与え，子供たちの日常のこまごまとした才能の活動に彼女 も仲間入 りし，

またガプリエル・モノーの精神上の関心へ彼女も参加する。モノーは彼女に，彼が

ェコー尾ノ鼻r,,a,

師範大学で担任している級の学生たちが大いに有望であることをマルヴィーダに話

す。そして或る晩—その年の季節は早くも秋の色彩に移り，ヴェルサイユ宮の庭

の樹々は冬枯への用意をする一ーモノーはヴェラ・アミェルの小さな応接間で彼の

愛している一人の学生をマルヴーダに紹介する。この学生はまもなくローマのパラッ

ツォー・ファルネーゼに行って住み，この建物の中に在るフランス考古学・歴史学学館

で，ェコール・ノルマールの給費留学生として二年間勉強するはずである c その名

はロマン・ロランである。

モノーがこの晩仲介したこの一つの出会，それは私たちに，老婦人の一生と若者

の一生とのそれぞれに天の恵みの贈りものという感じのするものであり一永遠の

昔から予定されていたものであるかのように多くの人々が感じる，そんな種類の出

会の一つである。しかし最初の遅垢だけでは，そこから稀有の深さと切実さを持つ

魂の結合が生じるだろうとは全 く予測さる ぺ くもなかった。いや．若いロランは識

り合ったばかりの人の名をたちまち忘れさえした一~ ランス人にとって
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はおぽえにくいものである／ それか ら12月に彼がローマ でマルヴィ ーダを訪問 し

たとき，彼はガプ リエル・モノ ー宛の手紙の中で彼女のことを Mademoisellede 

Meysenberg マドモワ ゼル・ド・マイゼン プルクとか Meysingenマイジンゲン

とか呼ん でいる。 しかし早く もマルヴィーダは この若いフランス人の最初 の訪問後

に，彼の謙遜さと堅実な教養 とに喜びを感じ る。彼はまだそんなにも若いのに精神

の大きな拡がりの中に立っており， また彼の天性はこの上なく微妙なニュ アン スに

充ちているので，この天性は用心ぶかく 慎重にみちびかれるこ とを求めているのを

彼女は自発的に認識する。彼女の生涯の晩年に，運命が彼女に授けた任務 としてそ

もそもこれ以上に好ましい任務があったろうとは思われない。

ロランはローマに来た当初には心にほとん ど憤惑 を感じていた。とい うのは， フィ

レンツェと，そこで観たフラ・アンジェリコ作の清らかな絵とがあまりにも彼には

大きい魅力を感じさせていたからである。彼の最大の讚歎には常に必然に一つの強

い拒否とはげしい一つの対決とが先行すること一ーこれはあたかもロランにとって

生の法測であるかのようである。それゆえローマとの彼の関係においても同様であ

ったし，その後ゲーテとの関係においてもそうであった。しかも数週間後には彼は

ローマの魔力につかまれる一ーそして，その後は， もはやこのことに変化はない。

しかし彼に，永遠の都を一つの真実な故郷としたところのもの一一それは，古代ロ

ーマの大半円形劇場の遺跡の近くにあって当時はまだ辺邸な片隅だったヴィア・ポ

ルヴェリエラの通りの浪漫的な住居一~ しい女友だちが彼のために住ん

でおり，その人に対して彼の手さぐりしている，内気な魂が少しずつおもむろに開

かれ始めた，その住居なのであった。

若い心が感激することのできる可能力の全部を挙げて， また比判への要求を伴っ

て，また，万事につけて早急に決定することはできにくい年齢のいろいろな問題と
イデア リステ イン

葛藤とを心に持って，彼は「理想主義者」のもとに来，そして彼を全く理解する最

初の人間を彼は見出した。生活のための義務として職業をえらばなければな らない

ことと生 を芸術創造によって形成する仕事 と，その両方が不安な問題となって彼の

心 を圧 しつけていた。彼は教授になるか自由な詩的創造の仕事に献身するかの二途

のあいだで迷っていた—すなわち，外的な安定を取るか， それ と も不安定で格闘
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に充ちている未来をえらぶかの二途のあいだで。マルヴィーダはまだ全く無名の，

孤独な，そして成長の途上にある青年の未来の偉大さを確かな実感によって見抜き，

彼のエネルギーを呼び覚まし，苦闘しながら光へ出ようとする創造力を彼女のこま

やかな理解によって助力し，彼の使命についての彼女の的確な認識によって助力し

た。ロマン・ロランのうちには文学的業績を遥かに超える一つの使命がまどろんで

いることを彼女は悟る。ロランは精神と魂とにおいて人々を導く仕事をするように

生れついている人間であることがマルヴィーダに解る。ロランのうちに彼女は「世

界を一つの理想的再生へ呼び覚まそうとするだろうような一つの強い，そして同

時に柔和な声」を予感する。既に 1891年に，ロランの書いたものがまだ一行も印刷

されたことがなかったときにマルヴィーダはロランに書く

「将来いつかあなたの名がフランスの偉大な人々に仲間入りして言われるとき，

あなたは思い出してくださるでしょうね一ーあなたの使命の朝紅に挨拶し， あ
デモン

なたの魔神の権利を擁護した一人の女友だちのことを。」

ここで私たちが触れているのは一つのおどろくべき直覚的理解力である。その直

覚的理解力をマルヴィーダはその高齢の時期に，これを最後のものとして， しかも

最もみごとに最も堂々と証拠立ててみせた。ロランが世界的に認められるのを経験

するほど長くはマルヴィーダは生きることはできなかった。しかし若い友の天才的

精神についての彼女の確信は，外的事実によって立証されることを必要とはしなか

った。後年のロマン・ロランが示したいろいろなもの，むしろほとんど全部のもの

が既に萌芽的にローマ時代の彼のうちに生きていた。当時早くも彼はモーツァルト

についての論文を書いたが，これは後に『昔日の音楽家たち』に収められたあれで

ある。彼の大作『ジャン・クリストフ』のヴィジョンは 25歳のロランが〔ローマ郊

外の〕ジャニコロの丘を散歩していたときに早くも彼の心におそいかかって彼の心

に宿ることになった。ゲーテについてはマルヴィーダとロランとのあいだに一つの

小さな論争が燃え上った。ロランはゲーテの圧倒的影響力に抵抗して自己防禦をす

る。 「おお，このゲーテ，私は彼を〔アンドレ・〕シュアレスに抗して何度も擁護

します。しかしあなたが私にゲーテを愛させようといくら努力をなさってもそれは

むだでしょう j とロランは言う。しかしマルヴィーダは彼女の方針を押し通す一一
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「私は将来あなたがゲーテを好きになるようにしてお目にかけましょう。」これが

どんなにうまく成功したかを， ロランが後年ゲーテについて書いた著作が証明して

おり， 1932 年のゲーテ記念祭の年に彼の書いたことばが証明している—―-

「ゲーテのような人の魂を理解するには時間がかかる。そのためには人間一生の時

間ではほとんど足りない。ゲーテが今や私にとって何を意味するようになったか，そ

れははっきりしている。彼は近代における《生きること》の最大巨匠である。」

若いロランは彼の最初の戯曲数篇の原稿をマルヴィーダに見せたが，それらは彼

女に非常に多くの，正真正銘の劇的感動を味わわせたため，それに比べると他の若

者たちの才能が色褪せて見えるように彼女には思われ， ロランのために舞台への道

を，彼女の紹介によって開いてあげようという気になった。そんなわけでロランの

発展は，彼がローマのマルヴィーダのところに一人の息子のように出入りし，彼女

の配慮に富んでいる愛情と清澄な叡智との暖い光に照らされたあの頃に始まる。ロ

ランの壮年期の仕事と活動とはマルヴィーダから鼓舞と方向づけと，最も強い刺載

とを受ける。彼女はロランの普遍的教養を促進させ， また彼のモーツァルト論と彼

の最初の戯曲『オルシーノ』とをドイツ語に訳すことによって彼の翻訳者となる。

しかし初恋の悩みが若い友の心をゆさぶったときマルヴィーダは彼のために心配す

る。彼がそのために自己を見失い，自分の仕事ができなくなるかもしれないことを

気づかう。なぜなら，神経の精緻な彼の性質にとっては，魂のどの体験も存在の最

も深い根にまで影響することを彼女は知っているから。

音楽の偉大な精通者ロランがマルヴィーダの家でヒ゜アノをひいた多くの晩は，若

者と老婦人とのあいだの友情の絆のために花咲く最も美しい祝祭の時であった。 ド

イツの最大の巨匠たち， へ／プルとバッハ，ベートーヴェンとモーツァルト—中

でも特にベートーヴェンー一の諸旋律が室の中に嗚りひびいた。

ベートーヴェンの音楽をマルヴィーダは一生を通じて熱愛したし， ロランは既に

少年の頃プルゴーニュの故郷の小都市で，好奇心と驚歎と畏敬とをもって自発的に

敢えてベートーヴェンに親しんでいた。そしてベートーヴェンが一一彼の『ミサ・ソ

レムニス』，彼の『ディアベリによる変奏曲』，彼の大きいソナータ諸作が一ー今

や二人の理想主義者たちにとってはどんな言葉よりも以上に透徹的に語るのである。
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そして既にこれらの時間の中でも，後年のロラン がその創造力の最良の部分をささ

げたあのベートーヴェンについての著作の中で表現の形を取った ことによ って私た

ちに示されたものの多くが，早くもロランには体褐されていたのであろ う。

マルヴィーダは聴いて感受すること の術を立派に体得していた。ロラン がひたす

ら音楽に精神を集中してヒ ア゚ノ を弾き， 二人が共に無言で聴き入るそれら のタベタ

ペに，マルヴィーダの心には，そ の後ヴェルサ イュ の女流彫刻家クラウ デ ィーす ・

フンク＝プレンターノー一この人は プ レンターノ家の生れであ った＿が 1 89~

年の浮彫作品にしたロマン・ロラン のきっば りして精緻な横顔がた びたび印象づけ

られたことだろう。

このローマでの友情の時代からの今一つの情景は一枚のパ ステ ル画のように柔和

で穏雅な感じのも のである一―それはヴィラ・マッティ の庭に居ると きのマルヴィーダ

とロラン／彼らがたびたびいっしょに時を過ごしたこの場所にこそ，ローマ のど の場所

にも増して，彼らの記念が常に生き生きと生きているこ とであろうと私たちは信じ

る。庭の端に大理石のベンチが一つあって，それには意味深い次の銘のある記念の

碑がついている一「聖フィリップス・ネーリがこ の場所でそ の弟子たちと神のこ

とどもについて話し合った。」このベンチは広い庭の中でマルヴィーダとロランと が

特に好んだ場所であった。音楽の世界の中でと同様にこ の自然の中でも最も内的な

性質の体験を共にしてそれを祝祭するためにこの庭を訪れる二人の静かな訪問者の

美的感覚にとって，このベンチは全くふさわしかった。

年齢から言えば 50年のへだたりがある， これほどの歳の違いの制限を超えて二つ

の魂がこれほどにも共鳴したことは， どう考えてみても神秘であり奇蹟である。

「君を理解する友は君を創造する。そういうことわざの意味において私はマ ルヴ

ィーダによって作り出された」とロランは 35年後に書いた。青年の人と老年の人と

の友情が実現したところの，友情そのものが実現したところの最高の創造作用がこ

れ以上深く，これ以上切実に証明されたことは曾てなかった。

しかもこの友情は異なる年齢の二つの世代を結びつけたばかりでなくまた二つの国

を結びつけ，一つの全ヨーロッ バ的理想，一つのヒューマニズムの理想を実現しt.:.o

ドイツとフランスとの精神の宝の最も良い遺産がマルヴィーダとロマン・ロラ ンと に
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生きる。 ドイツの文化とフランス の文化とがこの二人の属において出会する。 マル

ヴィーダはロランに， ドイツの本質の在り方へ到る道を閲 き示 し、 ロランはマルヴ

ィーダにフランス古典家たち の諸作品を近づける。こうして彼らの属で， ロランの

曾て言った「西欧の両方の梃」（訳註ー『ジャン・クリストフ』の中でオリヴィエ

がクリストフに言うことば）が相触れる エしてマルヴィ ダ・フォン・マイセノ

ブークとロマン・ロランとこ の一対の名は永久にドイツとフラン スとの結合の生き

た象徴であることをやめないだろう 。

1891年の夏にロランがロ ーマの考古学学館に滞在する期間が終了する。こ の二年

間の完了の記念としてマルヴィーダはロランと同行してバイロイトの祝祭劇に行く

が， これはマルヴィーダの最後のバイロイト行であ った。老境に澄み切った彼女の

心は，曾てはあんなに深く根をおろしていたあのバイロイトの文化世界に完全な自

覚をもって別れを告げる一そして一方，多望な青年ロランは，やがてかずかずの

苦闘と幻滅とを味わうはずの未来の仕事のために， この時のバイロイトで励まし を

汲み取った。ここでの祝祭的な時間が，今一度，彼ら二人の心に生きている最も

精妙な最も善いものの，互いのひびき合いを起す。

ヴィア・ボルヴェリエラでのローマ的なタベタベに親しく会って対話の声を取り

交す時期は過ぎ去った。しかしそれに代ってこまごまと手紙を書 き合う文通がつづ

く。口に出すことばによっては心をうち明けにくいロランの内気な，ひかえめな性

質は，手紙によって全く心をうち明ける。彼のあらゆる気分，あらゆる懐疑と困惑，

あらゆる抱負と，内から迫り湧き上る創作のあらゆる計画を彼は遠方の親切な女友

だちに書き送る。マルヴィーダとロランとは，たがいに造形美術のこと，音楽のこ

と，詩のこと，風兼のこと，哲学のことを手紙に書く一ーしかしいちばん深い根本

のところで二人にとって最も大切な問題は魂の関心事，倫理的な諸目標，或る一つ

の理想精神であり，これは善であり美であるものを宗教的熱意をもって信じ，そし

てその善であり美であるものを現実生活の中に実現しようと努める精神なのである。

ロランはマルヴィーダの死後 30年が過ぎた頃にこの文通の一部の発表を決心した。

そして読む人々の心をつかむ，力のこもった表現の「感謝の歌lをその苫簡集の序

文としたが， この「歌」はマルヴィーダヘのロランのいろいろな思い出を取り巻く。
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そのおかげで私たちはあの二人の魂のあいだの，全く独特の， 魅力を持つ対話を追
，，イ ;J.. リーベス ロ▼ ー／

体験することができる。これ らの手紙は「精神の愛の小説」と 呼ばれ，ま た「魂を

奏でる室内音楽」とも呼ばれている。たしかにこれは，人 と人 とのたがいに語り ，

たがいに書 き合 うことのできた最も 美 しいも のの一つであり， そ してたしかに私た

ちは，絶対の相互信頼のこの天体的世界の中へ畏敬 と感謝の情を感じ ながらはいっ

て行くのである。

死の入口に到るまでマルヴィーダとロランとの友情はつづいた。彼女の死に先だ

つニヶ月のとき，彼女の病は既に重かったが，ロランがフランス演劇を改造 しよう

として懐いている改革的な考えにマルヴィーダは活発な興味を感じて，それについ

て詳細に知りたいという望みを彼女からロランヘの最後の手紙の中で書き，そ して．

彼女の若い詩人の友の天才力を初めて彼女に感じさせたあの最初の戯曲のこと を今

一度ロランに書いた。マルヴィーダの生涯の最後の数週間に，今やロランも，彼が

誰にも言わずに秘めていた作品の構想『ジャン・クリストフ』の構想を，ついに

マルヴィーダにうち明けた。ロランは果してその瞬間に既に自覚していたのだろうか

ーあの小説の中で最も愛すべき二人の人物，心情に充ちている老ベーター・シュ

ルツとそしてものしずかな娘モデスタとのまわりに，マルヴィーダその人の生かし
ハー雫ニー

ていた調和のかすかな反映が来て宿るようになるだろうことを？

ロランの『ベートヴェンの生涯』も彼から贈られてマルヴィーダの手にとどき，

これを読んでマルヴィーダは心がさわやかに力づくのを感じた。彼女のまなざしは

次の文章から永いあいだ離れなかったことであろう一一

「思想もしくは力によって勝った人々を私は英雄とは呼ばない。私が英雄と呼ぶ

のは心によって偉大であった人々だけである。」

マルヴィーダは臨終の床からロランに電報を送る
は じ

「私は〔生涯の〕端に居ます。そしてあなたに私の祝福をおくります。」

若い友からの最後の手紙を彼女はもう自分で読むことができない。彼女はそれを読

んでもらって聞く。彼女はそのレター・ペーパーを， もうほとんど不随になった手

に持たせてくれとたのむ。そしてかすかに Grazie,caro, buono ! 「ありがと う，

親しい，善い友よ．／」とささやく。
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ロランはこ の時間に， ローマからは遠いバ リでベー トーヴェンのピア／ ・ゾナ タ

作品 106の偉大なアダージョを弾いていた。これはそれ までに二人が別れ を告げ

るときの時間をたびたび浄化した音楽である。そしてロランはモノ ーの娘の一人オ

ルガヘの手紙に一

「私たちはマルヴィーダを私たちの魂の中にしかっりと守りましょう—私た ち

の存在のいちばん貴い，そ していちばん善いも のと して。」

この言葉に， ロラン自身そ の生涯の最後ま で忠実であった。

葬敬する教授/

（片山敏彦訳）

マルヴィーダをめぐって

-B. シュライヘア＝片山敏彦往復書簡から一

ミュンヘン， フリードリヒ通り

1926年11月10日

この手紙と同時に，出版されたばかりのマルヴィーダ・フォン・マイゼンブーク

の書簡集(I)を一冊お送りすることを許していただけるでしょうか？わたしは『ロマン

・ロランの友らの書』に寄せられたあなたの一文(2)のなかで，あなたがあの「気高い
イ 9アリステイソ

理想主義者」のことを美しく言及しておられるのをみて，ほんとうに心から嬉しく

思い ました。あなたの言葉からわたしには，あなたがこれまでにもうマルヴィーダ

・フォ ン・マイゼンブークの世界に接しられたに相違ないことがよく分かりました。

それでわたしは，はるかな東方では恐らくまだ知られていないこれらの書簡，そし

てそ の中でマルヴィーダが彼女の若い友ロマン・ロランについて多くのことを語っ
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ているこれらの甚簡をみ られて， あなたが喜ばれることもあろうかと考えた次第で

す。マルヴィーダの遺稿を管理し，彼女への追俯をはぐくむというわたしの生涯の廿

務は，わたしをロマン・ロランと，彼をめぐる人びとへ とi且くことになりました。彼
ゲ ，ィ ・ノデ

を敬愛する人びとは，全世界に散らばりながら， 自分たちを一つの大きな共r,;J体の

ように感じます。 『友らの書』から，ことに若い日本が どれほどロマン ・ロランを

よく理解しているかを見るのは， まったく素晴らしいことです。わたしはあなたが

寄せられたあの美しい一文をレマン（ジューネ ーヴ）湖畔で読みま した。それはロ

ランの居所からさほど遠くないところで，わたしは毎年，マルヴィーダの投女のオ

ルガ・モノー＝ヘルツェン（ゲルツェン）とともに何週間も滞在し ます。彼女も

また， あなたがマルヴィーダのことに触れ， しかもマルヴィ ーダが神聖にして厳粛

な瞬間にその養女に遺言 として書き録した，ゲーテの素晴らしい一句(3)とあのよう

に見事に結びつけられたことを心から喜んでいました。

わたしが先日スイスで『友らの苔』の編集者エーミール・ローニガー氏のところ

へも行ったとき，わたしはあなたの住所を教えてくれるように頼みました。すぺて

ロマン・ロランを尊敬する者にとって， この『友らの苫』 は何という大きな喜びで

しょう／ これらのページのなかには，わたしたち銘々にと って，自分自身の印象

と思い出が何とあざやかに再現していることでしょう/

つまり，ここには，ロランの比類ない創造にたいする深い感謝の念をそのまま口に

するという，恵まれた資質の持ち主たちによって，わたしたち銘々の印象と思い出

がしつかりと固定されているのです。

どうかマルヴィーダの書筋集が無事にあなたのところに届き， あなたにとって，

ささやかな喜びとなりますように一一。

ロマン・ロランヘの敬意を共にする者として，ここに親しい挨拶をお送りします。

あなたの ベルタ・シュライヘア

注
tlじ，，，

(1) Im Anfang war die Liebe, I 926. 『太初に愛ありき。』養女オルガがフラ

ンスの歴史学者ガプリエル・モノーに嫁いだ 1873年から，マルヴィーダの最晩
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年 1902年までの，約 220通のオルガ宛ての手紙を， B・シュライヘアが編纂

したも の。

(2) 片山敏彦著作集 2 『ロマン・ロラン』 の巻頚におかれた， 「限りな く人間的

なもの一ーロマン・ロラ ンヘの頌敬」参照。

(3) 「まじめさ を，聖なる まじめさを，つねに身につけて行け。 ただそれのみが，

生を永遠なものにするのだか ら」（片山訳 ）。 但し出典は 『ヴィ ルヘルム・

マイスターの修業時代』の第 8巻 8章の終わ り。

敬愛する友にして姉妹なるベルタ・シュライヘア I

東京府下，井荻町

1928年4月 15日

ふたたび春がやって来ました。やさしい太陽はわたしたちにとって日毎に暖かさ

を増し，金色を加えます。サクラの花は明るい青空のもとに銀色がかったバラ色を

アミ デイエ

みせています。いまわたしは，友よ，心からの感謝と友愛をもってあなたのことを

考えているのです。あなたのこれまでの有難いお手紙と，あなたが親切にもお送り

下さったマルヴィーダの書簡集に，わたしは涙の出るほどの喜びと感動をおぼえまし

た。わたしの貧しいドイツ語では一いや，およそわたしのもつ言葉では，このわ

たしの気持を十分に表わすことはできません。

わたしは 29歳の日本人です。東京のさる大学でドイツ語の教授をつとめ，そして

詩を書きます。わたしはまたロランの『愛と死との戯れ』および『時は来たらん』

を翻訳して出版しました。 （ここに挙げたあとのほうの偉大な作品は，いつもわた

ィ9ア リス テ イソ

しにあの 「気高い理想主義者」を思い出させます。）この 10年くらいとい うもの，わ

た しにとってロランの人間的な作品は，パンと日光のように無くてはならぬものにな

りました。ロランはわたしにとって慰めであり光です。わたしは彼のうちに父と友を，

桔神 と愛を，理想と信仰を見出します。わたしは彼の うちに音楽と建築を雌敬しま

九わたしは彼のうちにもっとも人間的な兄弟と，至高の世界への盤感にみちた案内
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者を見出しま す。 5年か6年前，わたしはロ ランの伝記を知 ろうと思いました。そ

してその頃，或る日のこと，東京の一軒のドイ ツ害藉店でシュテファン ・ツヴァイ

クの『ロラン伝』 をみつけました。 わたしは大喜びでそれに読み耽 りま した。この
イデ アリュ テ イソ

時はじめてわたしは， 70歳の銀髪の「気高い理想主義者」 と真摯で天才的な若いフ

ランス人と の．あのように美 しく， 精彩ある友情について知ることができたのです。

それ以来わたしは，マイゼンプークのあの聡明な母性愛にみちた、高貴，明澄， 濶

達な形姿をけっして忘れることはできません。それはわたし のなかで日，一 日と i

り輝かしく， ~0 尊いものになりました。 それから間もなく わたし はあなた のあの

ように感動的で，あのように敬虔な『マイゼンブーク伝＊』 をふかい喜びをもって読

み，消えがたい感銘をおぽえました。ロマン・ロランに宛てたわたし の最初の手紙

―そ れは 1925年の春に書いたものですが， このなかでわたしはあなたの書物にた

いする感激， またマルヴィーダ・フォン・マイゼンプークの高貴，豊穣な人格にた

いする非常な敬意を語ったのでした。ちょうどその頃， ロランは彼の告白の書 『内

面の旅路』のなかの一章を書きました。それは「ロラン年鑑」のなかに発表されて

いる一章＊＊です。わたしに宛てた手紙のなかでもロランはあなたの伝記にたいする

心からの賛辞を述べ，そして彼の「第二の母」に捧げられた深い愛について語って

くれました。

あなたが『炭初に愛ありき』として出版されたマルヴィーダの手紙．／ 真 に人間的

な偉大な心の，何という貴重な実例．／ いたるところに神聖にして厳粛なものにま

で鍛えられた愛と，数々の試練と悲哀によって浄められた善意が感じられます。そ

れが暖かい励ましとなって，来たるべき人類を高貴な孤独のうちに，たえず祝福す

るのです。母親のような彼女の微笑のまわ りには，すでに何か永遠なものが，ほ

のかな，金色に輝く霧のように漂っています。これはまことに全人類にとって必要

な書物であり，人間を内部から高め，より人間的にする書物です。これらの手紙を

生かしているものは，得もいわれず私たちを勇気づけ，いよいよ厳粛な幸福を味わわ

せてくれます。わたしにと ってこの書物は， もっとも自由な意味における教訓書で

す。わたしが無力で， 信仰をなくし，絶望する時には，いつもわたしは魅惑的なこ

れらのページから，自由な魂への信仰と実りゆたかな人間性への確証を汲むことで
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しょう。ー一 ここにわた しは心か らあなたに感謝いた します，わたし のよき 友

よ/

わたしの国には今なおさま ざまの偏見や狭溢な国粋柘義や浅薄さや，その他，

過去のさまざま の亡視がはぴこっています。政治家は彼らの卑俗な詭弁を・1iとして

います。文壇とい う 「広場の市」は偉大さを欠いた享楽欲だけを歌っています。自

由な魂をつねに唯一の女主人 として聖化し， そ してその宥和的な声をで きる限りこ

の世に実現 しようと努める少数の人びと は，いずれの国でも同様ですが， ここでも

必然的にどの党派にも屈することなく ，孤独な道を歩まねばなりません。非常にし

ばしばわたしは，マルヴィ ーダ ・フォン・マイゼンプークがあの崇甜な「告別のこと

ば＊＊＊」のなかで予言的に現わした，愛 と平和の「目に見えぬ教会」 という 気麻い理

念を思い起こします。

愛する友にして姉妹．／ わたしは，マルヴィーダの精神を形ある光として全人類

に贈ったあなたの著作， また贈るであろうあなたの著作 を心から茂嘆し．葬敬しま

たい菫つ

す。全人類はそれを神の導きの松明として守護しなければなりません。わたしたち

がこれほど感謝するあなたの著作に祝福あらんことを I

わたしは多分来春にはヨーロッパに参ります。もしあなたのところに伺って，マ

ルヴィーダの思い出に溢れるあなたの目と口から，あの気高い精神のやさしくてカ

強い光を汲み取ることができるなら，わたしの心はどれほど喜びにみち，熱い涙に

ふるえることでしょう。そしてまた， ロラン， ローニガー〔作家・出版者u 『ロマン・J
ロランの友らの宮』を編集

その他のヨーロッパの兄弟たちに会って語ることができるなら，それは何という大

きな喜びでしょう/ わたしたちのよきローニガーの著作と目論見をわたしは心か

ら梵嘆し，葬敬します。—彼を手助けすることが出来ないでいることを恥ずかし

く思うのですが。

もしォルガ・モノー夫人にお会いになるか，それともお便りされることがあれば，

どうかくれぐれもよろしくお伝え下さい。

いま四月の美しくおだやかな夕暮がやって来ます。新緑の梢のうえに浮かぶ，バ

ラ色がかった黄金の雲は次第に濃くなり，無言のうちに紫色に変わってゆきます。

わたしの小さな庭では，青味がかった夕闇のなかで，吹き出した微風にスイセンの
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Lうペ

淡黄の頭が揺れてい ます。

か t,

敬愛する，はるかな友にして姉妹なる人よ．／ あなたの治ら ぬ健康をお祈りします。

そして，あなたのこれまでのご親切なお手紙とマルヴィーダ・フォン・マイゼンプ

ーク 書簡集にたいし幾重にもお礼申しあげます。

あなたに忠実な

片山敏彦

この手紙に同封して，わたしたち夫婦の写真 を二枚，心からの挨拶 ととも にお送

りします。

注

* 1916年，マルヴィーダ生誕百年を記念して出版

＊＊ 「愛・平和 :Amore・Pace」の章。

＊＊＊回想録『生涯の夕暮』の最後の二章。

敬愛する，はるかな友/

ミュンヘン，フリードリヒ通り

1928年9月 14日

わたしの傍らには 7月 27日付けのあなたの親切なお手紙と，太平洋の南岸の美し

い絵ハガキがあります。皆あなたのご好意の印しです。わたしは非常にうれしく思い

ました。あっくお礼申しあげる次第です。わたしが味わった大きな損失にたいしあ

なたが示された暖かい，理解にとんだ関心はほんとうにわたしの慰めとなります。

わたしがあなたの最初のお手紙を一一愛する父が息を引きとった部屋で読んだ時の
．．． 

あの心の奥底にせまる荘重， 厳粛な感動をわたしは決して忘れないでしょう。父は

まことに安らかな表情を浮かべて横たわっていました。わたしは前の晩，一睡もし

ませんでした。心配された別れがやってきたのです。一ーそしてちょうどそこへお

手紙 がやって来ました，一つの大きな慰めのように/ それはわたしをマルヴィー
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ダの世界一ーわたしがわたしである世界につれ戻し，そして，わたし の仕事がはる

か東方でも数名の友を見出したことを親切にも告げてく れたのです。 あなたは又，

マルヴィーダにかんするわたしの論文『愛と平和』を翻訳し． 『東方』に発表する

という知らせで，わたしに大きな喜びを与えてくれました。マルヴィーダが若い日
イデアリ ステ イソ

本の魂一―この偉大な理想主義者を理解し，愛するであろう若い日本の魂に語りか

けることを思うと，わたしは嬉しくてなりません。

あなたの友人の尾崎の署名もあるおハガキをいただいた時，ちょうどわたし の母

とわたしはミュンヘンを離れ，近くのバイエルンの山地に行っておりました。 わた

したちがいた小さな村（レンググリース〕の絵ハガキを数枚ここに同封します。そのう ち

の書かれた一枚は，わたしの心からの挨拶とともに，あなたの友人の尾崎に渡し

て下さい。この小さな村ではわたしたちは自然だけを相手に暮らしました—森と

牧草池，山と川。もしあなたが来年ミュンヘンにお出でになれば，わたしは喜んで

この快適な場所にご案内しましょう。そこはすぐ行けますーー（汽車で一時間半

です）。村そのものも非常に美しく，その一軒，一軒が別々に彩色されています。

しかし今はまた，わたしたちは大都会の落ち着かぬ生活をつづけております。

この手紙と同時に，医者であり，哲学者であり，すぐれたバッハ研究家でもある

アルベルト・シュヴァイツァー博士の最近のバンフレットをお送りします。このな

かで彼はアフリカにおける彼の献身的な活動を一ー彼の人柄全体がそうであるよう

に/—淡々と語っています。シュヴァイツァーは現代における最も偉大な， とくに

最も高貴な人間のひとりです。彼はまたわたしたちの偉大なロマン・ロランの友人

でもあるのです。この二人を識ることは，わたしたちの生の価値を高める，一つの

深い喜びです。

それではこの手紙とバンフレットが無事にあなたの手に渡りますように。あなた

とあなたの奥様に，母とわたしは心からの挨拶をお送りします。

よき思いをこめて

あなたのはるかな友

ベルタ・シュライヘア
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わたしの敬愛する， ミュンヘンの友/

東京府下

1928年10月7日

9月 14日のお手紙無事に届きました。 わたし の喜びは言うまでもなく，ほんと

うに心あたたまる思いです。あっく お礼申し上げます。 レン ググリースの四枚の絵ハガ

キは大へん美 しく，あなた の国の自然がも っ，厳粛でしかも童話のよ うに無垢，りi

純な魂をしみじみと語ってくれます。そしてこれらの絵ハガキの一枚は，デューラー

の或る水彩画をよく連想させます （わたしは複製でしか知りませんが，た いへん気に

入っています）。そしてわたしは， 天才的な芸術家の生ける創造形式が，彼をとり

まく自然に内在してその自然のなかに発現する形式にまったく近いこと をあらため

て感じます。一一来春，あなたと共にそこに立ち， すがすが しい静かな大気を吸

ぃ，山と川と牧草池と森を楽しみ，そしてこれらと暮すことができるとは/

親切にお送り下さったアルベルト・シュヴァイツァーのパンフレットにたいしても

衷心からお礼申し上げます，はるかな友よ/ -昨日それを受け取りました が，ゎ

たしにとっては非常なよろこびです。

わたしはこの夏に故郷でシュヴァイツァーのむ〔化と倫論』を読みました。 この書物

から受ける感銘は多くのアカデミックな倫理学のそれと 1埠直分ちがったものです。 その

ーページーページが著者の偉大な魂がもつ真摯で透徹した体験力にみちています。 実際

この書物は「生そのものにたいする」わたしたちの畏敬の念をたかめます。もしわ

たしがこの偉大な気高い人格をよりよく，より深く識ることができるな ら，それは

必ずやわたしにと って大きな喜びとなるでしょう。アルベルト・シュヴァイツァーは

最大の「教養」人のひとりです。そうではないでしょうか？ー一つまり，マ ルヴィ

ーダが彼女の回想録の第三版への序言 (1881年12月， ローマ）で，すぐれた英知

をもって語っているあの意味においてです。その序文をわたしは感激 をあらたにし

て読んでいます。—ぁなたがマルヴィーダの最後の崇麻な日々について書かれた

例の立派な論文を日本語に訳し， これを若い日本に贈ることは，わたし のいとも喜

ばしい義務です。この翻訳がわたしたち のささやかな，しかし心のかよ った雑誌 「東

方」に発表されれば，すぐにそれをお見せし ます。
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わたしたち のよき友 A・アルバース［
ミュ ンヘンのペッ ク胄店の糾 。

集良．のちナチ政権Fで日殺
〕かこの夏に便り をく れ，

天才的・悲劇的なヴォルフ ガング ・グレーザー〔21歳で自殺した〕 について彼が内いた
文箪家 ・ n~:.x

小論をわざわざ同封してくれ ました。 わたしは深 く感動し ま した。心 からアル

バースと その友情に感謝し ます。数 日中に彼に手紙 を打 くつもり です。

先日，わたした ちの ロマン・ロ ラ ン の手紙＊に次のよう な忘れがたい言槃がl~か

れていました， 「 • • • •• •けれ ど も われわれはあくまで 自 己 を守り ぬきま し ょう 。 荒れ
．．．． 

る大洋の上には， 最大の神である至祁の精神の明せきな まなざしが，見おろし てい

ます。そのまなざしは最後には，勝利を得るでしょ う。 」(...Mais, nous, restons 

maftres de notre moi! ll est le regard clair du plus grand Dieu, de !'Esprit 

souverain, qui plane sur l'Ocean souleve! II aura le dernier mot.) 

この気高い，励ましにみちた数行は，混乱した現代にあっては， わたしたちが共

にする太古の故郷からの鐘のように響きます。そうではないでしょうか，敬愛する，

マルヴィーダの友！？

この秋の数日は太陽の金色と霧の灰色で織り合わされています一ーちょうど人間

の心における希望と憂愁のように。いつもお達者で仕事にはげんで下さい。わたし

の妻 とわたしから，あなたとあなたのお母様に，感謝にみちた多くの挨拶をお送り

します。

もっともよき思いをこめて

あなたの忠実な

片山敏彦

注

1928年6月15日付。訳文は『ロマン・ロラン全集』 35, 74頁によ る。
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愛する，はるかな友/

ヴェルサイユ， ヴィ ラ ・ア ミエ ルにて

1928年 11月 19日

この度のわたしの挨拶は，マルヴィーダが 10年間も毎夏と毎秋を過ごし， そして

1889 年の秋はじめてロマン・ロランに会った全ら家か ら 一— つまり， ェコール ・

ノルマルでのロランの師， ガプリエル・モノーの家であるヴィラ・ア ミェルから，

あなたのところへ届きます。

オルガ・モノーがわたしの母親のようなよき女友だちであること，そしてわたし

. . . . . . 
がこれまで何度も，長い間，彼女と 一緒に暮らしたことをあなたはご存知です。今

回は彼女が夏のあいだ姉のナターリエ・ヘルツェンの許ですごした，レマン湖（ロー

ザンヌ）まで迎えにゆき，彼女と一緒にここへ来ました。あなたとあなたの友人の

尾崎に宛てた絵ハガキはもう手にされたことと思います。わたしがヴィルヌーヴを

. . . . 
訪れた午後， どれほどわたしはお二人のことを考えたことでしょう/

あなたは『友らの書』のなかで美しくも， 「ロランはわれわれにとって時間・空
. . . . 

間の限界の克服者である」と述べています。このことをわたしはあの午後ひしひし
. . . . 

と感じました。わたしたちのロマン・ロランにたいする敬虔な尊敬の念がすべての

距離を超えて人間を結びつけます。

わたしがあの美しい道をモントルーから一ーロマンティックなションの城館を通

りすぎてーヴィルヌーヴヘと赴くとき，それはいつも巡礼のようです。その時々

の周囲の情調がどうであれ，そのなかにわたしは常にあの素晴らしい地上の一角を

感じとりました一ー青々とした夏空に照る陽光のなかに，ちかくの山々に懸かった

薄い霧のヴェールのなかに，そしてまた，まるで眼のシンフォニーのように山腹の

森を金と紫に染める秋の輝かしい色彩のなかに。しかし心のなかを支配する情調は

．．． 
いつも同じものでした。あつい感謝とふかい感動とがそれで，この二つをあなたも

わたしと共によく味わって下さることでしょう。

わたしにとってヴィラ・オルガは安らぎのオアシスです。えもいわれず快い静寂

と大きな平和がこの建物全体のうえに憩っています。とはいえ， どれほどの戦いが
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この平和に先立ってあ ったことでしょ う/ それ故にこそこの平和はわたしたち を

このように感動させるのです/

マルヴィーダは，いつもわたしたちの対話の偉大なライト・モティーフです。彼

女がわたしをロマン・ロランのところへ導いたのです。彼女がなければわたしは決

してロラン個人に近づくことは敢えてしなかったでしょう。彼女はロランの青年時

代の気高い守護者でした。そして彼女はわたしの人生の中心です。それであなたに

は想像がおつきでしょう―ーロランのうちにマルヴィーダの世界をふたたび見出し，

イデアリス テイン

彼女の本質の反映を彼の本質のなかに感じ，あの偉大な理想主義者の精神的息子と

して彼に呼びかけることが，わたしにとって何を意味するか。マルヴィーダはロラ
. . . . . . 

ンのなかに生きつづけました。彼女は彼のなかで，彼をとおして，わたしたちの時

．．．． 
代に，すべての時代に働きかけます。

そして音楽/ わたしたちが一緒になった時の第二のライト・モティーフはこれ

です。この偉大な友が演奏するのを聞いたのはただの一度しかありません。しかし

対話には音楽が何度でも現われます。それからわたしたちの共通の友，アルベルト・

シュヴァイツァー！ こういったすべてのものには，午後の数時間はあまりにも少

なすぎます。それでも，この心やさしい友が仕事の多忙と疲労のなかでこれらの時

間を割いてくれる時，わたしたちはどれほど感謝せねばならぬでしょう/

これらの時間の厳粛な喜びは消えることがありません。それは心のなかに静かな

力として留まり，その力はわたしたちが何をする場合にも働きます。

ほんとうに心からわたしは，あなたと友人の尾崎とに， 1929年にヴィルヌーヴ

への道が可能となることを願います。わたしはあなたのために今からそれを楽しみ

にしています/

ここ で10月7日のお手紙と，それから絵ハガキにたいしあつくお礼申しあげま

工 あなたがわたしの国の自然について言われたことは，わたしには非常にうれし

いことでした。来春にはあなたにこの美しい地方をお見せできればと思います一—

山間のさわやかな流れ，気持のよい牧草地，森，独得の風情をもつ大きな村，そし

て背景 をなす山々。

しかし次にはミュンヘンも。ミュンヘンはすべての外国人に愛されます。その美
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術館，一行楽， 魅惑的なロココ 劇場 (J ↑こfふ わ た ぃiミュンヘンに在らしてl士いま十

が，気持のう えでは都会人ではありません。わた しには自然 ーその平安 と史のほう

がずっと 強 く訴えます。

あなたに宛てたロ マン ・ロ ランの手紙から，あの雄々 しい励 ましの言朗 を抜き ;tf

きして下さっ たこ とに感謝します ―- 「けれど もわれわれはあくまで自己を守りぬ
た ,~ ヽ (fI: 

きましょ う，云 」々 。よき種蒔き人のように彼はこのような金酋をわた したちに蒔

いてくれます。それがはるか東方のあなたのところ に届き，そ してわたし のところ

へ戻っ てきました。わたしはそれを心のなかにし まっておき， いつ も疑惑 と落胆の

時にはそれを考えることにします。

この間またアルベルト・シュヴ ァイツァー博士に会 うことがで き， その二度のオ

ルガン演奏会を聴きました。 もしミュンヘンヘいら っした ら，彼について沢山のも

のをお見せし，またお話ししましょう。彼やロマン・ロラン のような人物が現代に

生きて活動しているのを見るのは，悲しいこと苦しいことが多いなかにあって，一

つの慰めです。

当地ではわたしはマルヴィーダの雰囲気のなかに浸りきっています。すべてのも

のがわたしに彼女のことを思い出させます。ことにわたしはレーンバッハが彼女を

描いた，あの簡素ながら印象ぶかい肖像画を毎日ながめています。それはローマで

のことで，当時レーンバッハは次のように言ったのでした ―- 「この小柄な女性の

なかには一人の偉大な賢者の魂がひそんでいる。その魂をわたしは描かねばな らな

"'。」

彼はマルヴィーダのすべてをこの絵のなかに込めはしませんでした。わたしはこ

こに彼女の精神と彼女の飾り気なさとだけを見出します。あの限りない善意はここ

には十分に表現されていません。それでもこの絵は見事なものです。わたしたちは

この絵を何度も何度も眺めていると，マルヴィーダと口をきくような気がします。

偉大な愛するマルヴィーダとわたしの結びつきはいよいよ堅く，深いものになりま

す。どうか ~Jプ』の， あの論文の翻訳がのった号を送って下さい 。 それを判読す

ることができなくても，その翻訳をもっていることは一つの喜びです。そしてその

号をロマン・ロランにも送って下さい/—-
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オルガ・ モノー夫人がくれぐれもよろしくとのことです。彼女はわたしたちがマ

ルヴィー ダを共有 していることを社んでいます。

当地に どれ くら い滞在するか， まった く分か りません。どう かお手紙はいつ もミ

ュンヘンのほうへ宛てて下さ い。すべて母がこちらへ転送 してくれますから。

ひょっとして東京大学のシュテルンベルク (Sternberg)という教授を ご存知でし

ょうか？ ローザンヌ のわた しの友人であるヘルツ ェン家の人びとが先日この名前

をいっていました。

では，あなたに 一 そして奥様と あなたの ロマン・ロランの友た ちにも，衷心か

ら挨拶をお送りします。

わたしの敬愛する友I

よき忠実な思い をこめて

あなたの友， ペルタ・ シュライ ヘア

1928年 11月 20日

東京府下

今朝， 11月3日付のローザンヌからのお便り， まことに有難く，また嬉しくいた

だきました。あなたが愛する偉大な友―ー同胞に再会されたヴィルヌーヴの素晴 らし

い写真にたいしても，お礼申しあげます。そうです，わたしのよき友I わたしに

もロランと共にする時間が何を意味するかよく分かります。彼は最近どうしてい

るでしょうか？ 哀れな「こわれた胸」 (poitrinebrise)について彼自身が書い

て寄こしたことは，わたしたち を非常に不安にしました。あなたがお会いになった

時， もうすっかり直っていたでしょうか？ あまりに多くの仕事のため疲労がみら

れないでしょうか？

あなたが尾崎〔喜八〕に宛てられた絵ハガキはすぐ彼のほうへ送ります。彼はど

れほ ど喜び，感動することでしょう！ そして彼はあなたにお便りすることでしょう 。

もう数日前に，あなたの美しい論文「愛と平和」をわたしが翻訳 したも のが載っ
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ている，わたした ちの ささやかな雑誌 『東方』を三部お送 りし ました0

この論文はわたしの友人たちをふかく感動させ，魅了しました。マルヴィ ーダは

生涯いつもそうでしたが，いまこの国において も，向上 しよ うとする若い魂た ちを

鼓霧する偉大な導き手となり，友となるだろ うことを思 うのは，わた しの喜びです。

この数日の，わたしたちを取りまく晩秋の自然は神々しい までに災しいです。今

日，雨ののちの空は冑＜澄みきっています。木々の紫は荘重な安 らぎのうち に，彼

らの成就した濃い黄金色の数を歩みています。そして何枚もの業がなん と静かに，

喜ばしい諦めのうちに、母なる大地に向かって落ちてゆくことでしょ う/

わたしの愛する，よきシュライヘア/ それではもう 一度わたしの感謝を受けて

下さい。あなたが約束された， ヴェルサイユからのお便りをわたしは楽しみに待っ

ています。

わたしの妻，知子からも感謝にみちた多くの挨拶を/

あなたのはるかな忠実な友

片山敏彦

11月 24日のタベ， 「マルヴィーダ・フォン・マイゼンブークとロマン・ロラン」

と題して，短い講演をします。

敬愛する，マルヴィーダの友/

新しい春の陽光のうちに心からの挨拶をお送りします。

東京，杉並

1955年3月 27日

あなたが先日ミュンヘンで， 「ジャン・クリストフ・センター」建設のことでどれ

ほど深い喜びを味わわれたかを思うと，わたしは嬉しくてなりません＊。南大路氏が

ゲッティンゲンからあなたのいつもお元気なことを知らせてくれました。ミュンヘ

ンでは， ミンダー教授に再会されましたか？ 心から期待されている，貴重なお仕
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事―-『ロラン ＝マルヴィーダ往復困簡集』はど うなっ ていますか？

わたしはやっ と『ジャン・クリ ス トフ』の翻訳 を仕上げま した。わた しに と

っては言葉につくせぬほど大きな体験で，その余韻はわたしのなかに，マルヴ

ィーダのあのアダージョ のよう な神的 ＝人間的な言葉と して今なお響 いていま

す。

昨夏，サイゴンにいるガブ リエル・モノー教授が休暇を利用して日本へ来 ました。

ただ東京での滞在はあまりにも短かすぎました。彼は 1954年 7月 10日の手紙で次

のように書いており ます， 「わたしの祖母が一年半前に 103歳で亡くなった，あのヴ

ィラ・アミエルにいら っしゃ ったこ とを思う と，わたしは快い，そして深い感動 を

おぽえます。マルヴィーダはわたしの最初の記憶の一つです・・・・・・」

わたしは一度， 彼を訪問し，わたしたちはマルヴィーダ，オルガ・モノー夫

人，ロラン，そしてあなたのことを話合いました。その時わたしは，モノー教

授がインドの偉大な思想家オーロビンドについて非常に美しい論文を書いてい

ることを知りました。彼はオーロビンドの友人です。彼の上品な顔はいまは亡

き祖母を思い出させます。

「原始林のドクター」のことをわたしはいつも深い敬意をもって考えます。そし

て地上のあらゆる民族が賢明にも，慰めと希望として彼を賛美するのをみて心から

嬉しく思います。

来月になると南大路氏がレンググリースのあなたのところへ伺うそうですね。あ

あ，わたしもそこに居合わすことができれば， どれほどいいでしょう／ マルヴィ

ーダとシュヴァイツァーの魂，それにオリヴィエとクリストフの尊敬すべき父の魂

といつも暖かく結びついたあなたのお住居の貴い雹的＝精神的な雰囲気のなかに/

一南大路氏は京都のひじょうに古い家柄で， 「日本ロマン・ロランの友の会」

のメンバーです。わたしは京都と東京で二，三度会い， それから彼のレッシン

グについての論文を読んだことがありますが， これは好感のもてるもので

した。

戦後の混乱にわたしは随分苦しみましたが，それでも 一ー有難いことに 一—

今はわたしもわたしの家族も元気にすごしています。二人の子供はそれほど音
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楽的才能があるとは思えませんが，音楽がいよい よ好きになり， 近頃ではバ ッ

Iヽ ，ヘンデル，モーツアルト，ベートーヴェン の小曲 を楽 しくヒ ア゚ ノで練習 して

います。

先日わたしの小さな書物『ロマン・ロラン』と，わたしが翻訳 したゲーテの『タ

ウリス島のイフィゲーニエ』と『詩集』が再版されました。

敬愛する，マルヴィーダの友一ーわたしはあなたの高貴な志操 と深い調和にみち，

しかもあのように簡潔な『マルヴィーダ』（「偉大な亀鑑たち」の一冊） を日本語に

訳してみたいと思います。もしあなたの許可がえられるとすれば，その翻訳はどん

な条件で東京で出版してよいでしょうか？ そのための出版社は見つかるだろうと

思います。

復活祭を間近かにして，今あなたのまわりには春の風光が日毎に明るさを加えて

いるに違いありません。花と音楽があなたの生活と仕事と健康にたいする喜ばしい

使者でありますように/

あなたの

片山敏彦

今ちょうどヘルムート・ヴォッケ教授の『ヘルダーリーンのキリスト教的遺産』

を読んでいますが，これはひとを感激させる名著です。これについてわたしは彼に

いちど深い感謝の念を述べたいと思います。

注

* 1955年3月，独仏の文化交流のために， ミュンヘン大学でソルボンヌ大学の

教授団が一週間にわたって学術講演をした。この時ロラン夫人も同道し，ヴェ

ズレーのロランの住居に隣接して「ジャン・クリストフのセンター」 (Centre

Jean Christophe)建設のプランを発表した。
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レンググリース

1955年6月 18日

Gr硝 Gott(今日は！）， 敬愛するマルヴィーダの友．／ お約束した手紙を害

くのが，はじめ予定していたよりずっと遅くなってしまいました。いまわたしは豊

かな体験にみちた旅をすませて来ました―ー本来それはアルベルト・シュヴァイツァー，

マルヴィーダ， ロランの旅です／ といいますのは，わたしはこの三人のいわば客

となったのです。（ギュンスバッハ，ヴェルサイユ、ヴェズレ―)-—このうちニ

人はもはやこの世にはいず，また一人ははるかな原始林の病院で働いているのです

が／ ギュンスバッハからのわたしたちの手紙で，ェンミー・マルティン夫人とわ

たしが二人してあなたのことを考えたことがお分かりです。あなたはギュンスバッ

ハの不思諮な魅力をご存知です—世間を遠く離れた，美しい自然のなかの小村。

それでいて広い世界に向かってここから光が放射し，結合の糸がのびてゆくのです。

この家に照会，挨拶，贈物を送らない国はこの地上でほとんどありません。そして
. . . 

殊にあなたの国はシュヴァイツァーの仕事と堅く結びついています。東京の村山サ

ナトリウムの院長の野村実博士が昨年ランバレーネで働いたことは， きっとあなた

もご存知でしょう。そして仙台の会津伸教授は日本でシュヴァイツァーにかんする講

演をしています。

ギュンスバッハではわたしはいつ•ものように「日本の間」に寝泊りしました。こ

れは，かつて内村鑑三がこの家のために書いた，大きな額緑に入った日本語の漑言

（それはベットの上にかかっています）のためにこう名付けられたものです。それ

はドイツ語になおすと Gottist die Liebe (神は愛なり）となります。

ギュンスバッハからヴェルサイユのヴィラ・オルガヘ―これはあなたがよくご

存知です。このヴィラも淋しくなりました。まず 1953年にはオルガ・モノー＝ヘル

ツェンが 102歳と 6カ月の高齢で亡くなりました。そしてこの一月には彼女の婿の

シャルル・リスト教授が亡くなりました。こうして， 「偉大な歴史的過去」の家（シュ

テファン・ツヴァイクは，かつてヴィラ・アミエルをこう呼びました）に住んでい

るのは，オルガ・モノー＝ヘルツェンの姉娘〔リスト夫人〕だけになりました。あ

なたはわたしがオルガ・モノー＝ヘルツェンの娘（二人います）ととても親しくし
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ていることは ご存知 です。 わたしにちはレ ンパ ・1ハに 上る マルヴ （ーグのあ(/)バ

ス テ ル r~1象がかか ・ ）て しヽ る 小 さな部屈に上 く一粘 にわり t し た。ムれ から 11i晩．素

晴らししヽレ .J― ドでベー トーヴェン叫せ界に戊り 土した。 最後のI'りつのピ rノ屈

嗚曲 と 一群の(tt.大な弦楽['qI「は奏 / J; た したち jt 小 さ な人 —I ア を 一枡 1こ，；,'i: 1;. なが ら

聴きましたが． ことに「病術えた る者が神に倖ける感謝の歌」,... もっ作品 131.!がM

回でも取り上げられました。バ リヘはよく行 く機会があ り． ミンダー教授も訪間し

ました。彼はあなたに tろしく 言っ ていま十。彼はし、 tソルポンヌで溝義をしてお

り， 「ジャ ン ・クリストフのセ ンクー」の運岱；委員会のメンパーで もあり まナ。

それからヴェズレーの体験がやって来ました。ロ ラン夫人がわたし を何日間も そ

こへ連れて行ってくれたのです。何も かも期待した以いこtしいで した．／ わたし

は新 しい印象のかずかず，（れ大な歴史的時期 (12世紀）の追爵にみちた情調，それ

からロマン ・ロ ランの家の雰囲気 をことごとく吸収し ました。わたしは統一性をこれ

丘i:・純粋に，調和的に保ってきた楊所 をほと んど他に知りません。 ひょっとする

とアシジがそうで しょう。しかしヴェズレー のほうが規樅が大きく ， また油（谷化し

ていません。あの見市な大型‘常—祁白な簡索さとも つ内部はなんと荘爪なことで

しょう／ それから古い外壁にそって小さな町全体 をとりま く巡誓路 (Cheminde 

ronde) /古い灰色の石と石のあいだか ら，春のいま，赤い花が,l/iえ出て いました。

灰色，赤色，そしてそれにキヅタの緑色と，何という芙しい色彩だったでしょう/

そして大聖堂のそばの麻い段丘にそびえる年古りた菩提樹(1)巨木の下にたたずむ時，

そこにはプルゴーニュの調和にとんだ風最がはるか彼方まで広がります。それは忘

れがたい眺めです。そして今はこの一帯を知るための素睛らしい時期でもあったの

です。いたるところに金クサリとアカシアとエニシダが咲き蕉っていました。一一~

そ してロマ ン ・ロラン の家の内部では／ 彼がここを最後の住居としここで記念

碑的なベートーヴェン研究 を完了 したこと を考えると，わたしは何 とも いえぬ感勅

をおぽえま した c そ して部屋部屋にはヴィルヌーヴ以来なじみのある幾多の品 をふ

たたび見出して，わたしは感慨ふかいものがありました。二度わたしたちはク ラム

シーと，それから プレーヴヘも行き，ロランの幼年時代に あのよう に大きな役割 を

演じた祖父母の家を訪れました。わたしたちは煙で真黒になった暖炉のある古風な
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台所に腰掛け生 した。すべてロ ランの幼年時代のままです / プレーヴのひっそ り

した小さな店地/ 気持のよい自然のただ中にあるこの窃地は， どれほ どわたした

ちの偉大な友にふさわし いことで しょう．／ 彼のlit(/)かたわ らでわた しは，彼の

おかげでわたした ちすべての人生の一部となった芙 しいも の一切にた いし，i'fltかに

心の中で感謝を捧げま した一 そしてその際 日本にいる彼の忠実な友人た ちのこ

とを考えま した。

わたし はヴェズレーでの何 日かの間に丸一年の実 りを収穫したよ うな気が します。

そ して ヴェズ レーを去る際には，素睛ら しい意味を持つ遍路 を終えて故郷に帰る巡

礼者のような心地でした。

愛するマ ルヴィ ーダの友よ，あなた を失望 させることが一つありま す。わたし は

ロランとマ ルヴィーダの芯信編集にかんする委任をこと わったのです一一断腸の思

いで！ しかしわたしはこの任務に伴う 責任がどれほどのものかを感じます。それ

は力と時間のすべてを集中しなければならぬ仕事です。そして今のわたしには， こ

れが 23年まえのようには出来ないのです/

あなたが『ジャン・クリストフ』にかんする任務を終えられたと聞き，わたしは

心からあなたのために嬉しく思います。あれほど敬愛する詩人かつ友人の作品にた

いする奉仕を果たされ，あなたは何と仕合せでしょう／ あなたがマルヴィーダに

ついてのわたしの小さな書物（「偉大な亀俎捻ち」の一冊）を日本語に訳そうとされ

るな ら，それはわたしにとって大きな喜びとなるでしょう。わたしは，あれ以来破

産したアルスタ一書店に条件のことを問い合わせました。同書店の現在の収益管理

人であるハルムス博士はそれにたいし，百マルクの謝礼を提案して来ました一ー半

分は著者に，半分はハルムス博士に支払うということで。あなた乃至あなたの出版

者が この条件をどう思うかを知らせて下さい。ハルムス博士のくわしい住所が必要

でしょうか？

あなたはヘルムート・ヴォッケ博士（ウェストファーレン州のバート・エーンハ

ウゼ ン，アルベルト・ルッシュ通り 18番地）にもう便りを出されたでしょ うか？ 最

近，彼はひじょうな病苦に悩んでいます。遠国からの激励の声は，彼にとってきっ

と深しヽ喜び となるでしょう。
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あなたのお仕事と，ご家庭と ，健康に幸いあることを心から穎いつつ

よき思いをこめて

あなたのベルタ ・シュラィヘア

（南大路振一 訳 ）

仏独合作テレビ映画

≪ジャン・クリストフ>の周辺から

宮本エイ子

ある日のこと，わたしたちの古い友人，石田喜枝子女史からお便りをいただきま

した。 「ラジオで聞いた事ですが，フランスでは， 『ジャン・クリストフ』がベス

トセラーになっているそうです。テレビの影響とい うのは日本ばかりではなくフラ

ンスでもどこの国でも同じようです。今日では世界的現象となっているようです

ね・・・・・・...」

『ジャン・クリストフ』がテレビで放映されたのです。

石田喜枝子女史といえば古いロマン・ロラン友の会会員の方ならご存じだろうと

思いますが，彼女は大阪の友の会を長くお世話下さった方です。又戦前から，瀧川

幸辰先生の秘書 として日常生活でも瀧川家の家族と親交をもたれ現在は大阪家裁調

停委員をしておられます。このたびの第 3次ロマン・ロラン全集刊行バンフレット

も彼女に負うところが大きかったとみすず書房の編集部の方がもらされました。
(Cahier de la quinzaine) 

ご承知のように『ジャン・クリストフ』は (1904-1912), カイエ・ド・ラ キャ

ンゼーヌ， 17巻を占めた大河小説ですが，全ヨーロッパに話題を投じ日本はもちろ

ん30余国の外国語に翻訳出版されていますが，それらの国々で映画化されたかど

うか定かではありませんが， 70年を経，やっと今日，本国フランスで実現されたと

いうよりむしろ 70年経ても実現されうる事に深い意義を感じております。

ロランがその序文で「満々と水をたたえて流れゆく大河のごとく，いかに不動に
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みえるときといえども絶えず発展変化をとげてとどまるところを知らない」と述べて

いるようにその構想，文体は一大叙事詩であり，創造的芸術家 クリストフの生涯か

ら人生の種々の問題に触れ勇気を起させ，いかに生きるかと高貴に語りかけるこの

膨大なテーマは映画化を極端に困難にさせた要因でした。

今回のテレビ砂嘩iは見ることはもとより資料も手許にありませんが，ただ「今週のテ

レビ案内」を垣間見ながら誠に不完全ながら御紹介要約させていただく事をお許し

願いたいと思います。

1966年，ロマン・ロラン生誕百年を記念し成功したラジオト クリぐラマ ~1/ ャン・

(Claude Mourthe) (Franfois Villiers) 

ストフ>の脚本一ークロード・ムールト氏による一~をもとにフランソワ
・ヴィリエ

(Bruno 

氏①が 4年の準備期間，歳月をかけてプロデュースしたものです。音楽はプルノ・

Rig ~ゞtto) (Jean Louis Florentz) (Jean Schlnbach) 
・ンュル・ハックと

リクウットとジャン・ルイ・フローレンツ，舞台装僅はジャン ‘ 
(Georg Attfellner) ・

ゲオルグ・アットフルネルです。

舞台に関していえばもちろんライン川沿といいたいところですが，今日もはや当
(Danube) 

時のライン川はなく工場が立ち並び町は煤煙で曇り川は汚濁しているため撮影はダニュ

(Lausanne) 
(Fribourg) 

ーヴ河岸に，ローザンヌも同様，当時の雰囲気を極端にこわすためフリプールに

移して攪影がすすめられました。全所要時間， 7時間半， 9回シリーズ， フランス，

ドイツ，スイスの夜のゴールデンアワーに同時上映。

200人の登場人物， 4000人のエキストラ，そのうちの一人，主役のジャン・クリ

(Klaus・Maria・Brandauer) 

ストフに扮するクラウス，マリア，プランダウェル氏のプロフィルをのぞいてみる

事に致しましょう。

彼は 1945年生れのオーストリア人， ドイツ語を母国語とし，ヒ゜アニストとしても

知られ五指に数えられる有名な舞台俳優―-1970年以来，パリのコメディ・フラ

ンセーズにあたるウィーンのブルク劇場②の俳優一です。又，彼はミュンヘン，ハン

ブルグの劇場でハムレット等を演じたり，今回の<ジヤン● クリストフ>のクランクィ

ンした時も自ら演じ監督する芝居のために昼夜，飛行機でハンブルグ， ウィーン，パリ

を往復するエネルギッシュな人です。 ドイツ圏で有名な俳優という条件の下で， ヴィリ

工氏が彼に初めて会ったのは 1976年。しかしこび峙， フランス語のできないブランダ

クイ

ウエルは諾の即答をさけ，一日 8時間 2ヶ月の特訓を得， セリフに支障のない事を見

-39-



定めてOK致し ました。 彼が俳優を志した時から容易ならざるものがあったJ)l=が男性で

. . . 
ある彼の名前，マリア（ 聖母マリア・ 女子の洗礼名）にうかがい知るtができま しょう 。

今，私の脳襄 を過ぎる のは「母は生涯私を産みつづけた」というロラ ンの一見奇妙

に響く 言葉です。彼， クラウス ・マ リア・プラン ダウエルに も父の猛反対をも征服

した母の強い励ましと支えが「成功した暁に は母の名を語ろう」 ・・・・・・・・・。母と息子

の深い絆がここにもあ っ た のです。 彼は今.~ジャン・クリストフ>をもって初め て

世界の檜舞台パリヘ踊り出た のです。 「パ リ．／ それはフラ ンスの都，否，世界の

都であるかの地で演じられる事は役者冥利につきます。」 と・・・・・・〔家族 ・夫人 と一

人息子，趣味スキー〕

この映画上映をいち早く知らせて下さったのは，関西日仏学館 を建て るに あたっ

て，詩人で， ロマン・ロランの学友， （ロランの死後， ロマン・ロラン友の会初代

会長，ここでは， ロランとクローデルの関係を述べる事は省略。 ）で駐日仏大使，

(Paul・Claude!) 

ポール・クローデルに京都九条山に同道し，のちに初代館長となった地理学者，ル

(Ruellan') (Claude Ruellan) 

エラン氏の令息， クロード・ルエラン氏でした。

蛇足になりますが， 4年前， 50年捩りに京都を訪れ，愛くるしかった 5オのクロー

ドが白髪混りの紳士となって今は廃墟となった九条山の旧日仏学館を住人であった

宮本正清の案内で訪れたのでした。 50年の歳月はすべてを変えてしまいましたが，

宮本がロマン・ロランひとすじに翻訳，研究している事を知った彼は，早速こうし

て<ジヤン.クリストフ>のテレピ案内の切り抜きを送つて下さつたのです0 今ー

度彼の友情に深く感謝する次第です。

この事に先がける事一年前。すでにこの映画制作について知らせてきた人，それ

は，他ならぬロマン・ロラン未亡人でした。彼女は日本の NHKでも放映される事

を強く希望しながら・・・・・ 。

(Jean• Pierre・Aumont) 

① 1920年パリ生れ，ユダヤ系フランス人， 兄に映画俳優のジャン・ヒ エ゚ール・

オーモン， 1948年から今日まで多くの長短篇映画，記録映画を手がけてきた。

② 1741年創設，オーストリア演劇の伝統を誇り， この舞台には多く の内外の有

名なスター達が出演，かつてはオーストリア皇帝が初日には必らず臨席になった

格式ある劇場。
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ユニテの広場

無償の愛 古田泰子

一年前大学の面接で，最近読んだ本で感動 したも のはと聞かれて， 『ジャン・ク

リストフ』ですと答え たら，ではその中にでてくるオリヴィエの姉，アントワネッ

トについてどう思う かと尋ねられた。咄嵯に私は「自分にも弟が一人いるが， とて

も彼女のよ うな献身的な姉と しての行為は考えられない。」と答えた。 私はそれま

で彼女については考えたことはなか ったのである。『ジャン・クリストフ』 を読ん

だ時は主人公クリストフ の力強い生命に圧倒され，彼の魂の成長，精神の麻さばか

りに目を奪われていたと 言える。質問されてみて，改めてアントワネットという女

性の存在に気がつき，興味を持ったのである。

両親の不運の死と没落に会い，弟の養育に尽し 25オという若さで死んでいく薄幸

の女性。御嬢様育ちの柔らかな心の持ち主の彼女のどこに，生活を支えていく退し

さがあったのかと驚くばかりだ。弟への愛情のみに，自己の全部を犠牲的に捧げ尽

くすこと，青春の若いあらゆる情熱が自己献身という型に転身させてしまうのであ

る。またそれが生きる力を与えていると言える。

私は自己犠牲という生き方には批判的であった。彼女の生き方を否定したい一方

で，どこかとても引きつけられるのである。現代の私たちはいつも自分のした行為

への見返りを求める。これだけ与えるかわりにそれだけのものを返してほしい。い

つもどこかで計算されている。でも彼女にはそれはない。自分には将来がなくても，

弟が幸福であれば良いという無償の愛情である。真の愛情とはそんなものかもしれ

ない。親子の愛，兄弟愛，男女の愛にしても，相手に代償を求めてするものではな

い，愛する人のためそうせずにはいられない，全ての利害を超越した所に存在する。

彼女を一個の人間としてみるなら，自己を捨てた人だが，オリヴィエの姉としては

愛情深い最高の女性だ。これは相容れない矛盾だと思っていた，が彼女は決して自

己を捨てたのではない。愛するという行為に自己を没入させ，現実から逃避せず，

生き続けた。だから，死ぬ時も後悔することもなく幸福だと言えたのだ。それは自
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分の信念のままに生きた者だけの持てる満足感である 。

永遠に告げることのない想いを胸にいだき，愛の言葉の悲しさをかみ しめて一生

をおく った彼女の姿は，またクリスト フとは違った気麻い，強い細流の流れをな し

ていると言えよう。

ロマン・ロラン研究所から ］

ロマン・ロラン研究所が財団法人として発足してから，今年の 3月末で早くも満

9年を経過しました。近年の経済的環境はまことにきぴしく，また研究所の生みの

親であり育ての親でもあられる宮本理事長が昨年来病気ご静養中ということもあっ

て，所期の目的に沿った事業の実施・拡充も，それに必要な施設の資料等の整備も

思うにまかせぬ難かしい事態が続いております。しかしながら，創立以来の中心的

な継続事業のー→繋をなすロマン・ロラン・セミナーはいまや約 80回を数え，内容的

にもそれなりの成果を挙げてきましたし，また本誌「ユニテ」については，今年度

も予定どおり 2回の発行を維持することができました。これには，理事長以下関係

者の盛力もさることながら， 「友の会」の会員諸氏をはじめ， ロマン・ロランに心

を寄せる方々のご援助に負うところが多大であり，ここに深く感謝の意を表します

とともに，今後とも一層のご協力をお願いする次第です。

ところで，昨年 11月，みすず書房によるロマン・ロラン全集新版 42巻の刊行が

開始されたことは，すでにご承知の向きも多いと思いますが，第 5巻『コラ・プル

ニョン｛也』を皮切りに， 3月現在で 5回の配本を終え，順調なすべり出しをみせて

います。さきの決定版 35巻が完結してから 13年余，未発表のものを含むロマン・

ロランの全作品を網羅した上， 13記・ 書筋・エッセーなど 6-7巻分の新資料を加

えて大巾に増補・改訂された今次全集の刊行は， まことに時宜をえた意義深い企画

と言えましょう。旧版の全集がしだいに入手し難くなりはじめた数年前から，われ

われは「セミナー」参加者など多くの読者の声を代弁し，折にふれロマン・ロラン
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の著作の刊行を要望してきましただけに，それがこのような画期的な形で実現 しつ

つありますことは大きなよろこびであり，今後すくなくとも 3年以上を要す ると思

われるこの全集刊行の事業が成功裡に完結しますよう，当研究所とし て能うか ぎり

の支援をつづけたいと思いますので，よろしくご協力をお願いします。

今年度も購入図書 ・受贈図書が若干一例えばV・E・パラホーノフ著 『ロマン

・ロランとその時代ーー初期一ー』 (1972, ロシャ語版）など一—ありましたが，

まだ未整理のものや入手途中のものもありますので，次号にまとめてお知らせする

ことにします。 (1980.3.31, S・H) 

I友ーの会だより1

ロマン・ロラン研究所のセミナーを兼ねた友の会例会は，現在までに通算 254回

をかぞえています。その活動状況は下記のとおりです。

1979年 11月24日（土）

251回例会

第 76回 ロマン・ロランセミナー

場 所 京大楽友会館

テーマ： ロマン・ロランと戦争 Il 

『先駆者たち』より

「虐殺された民衆に」

発表者 特定せずー同で分けて読み，波多野先生が解説

出席者 20名

金権政治の侍婢たち，厚顔無恥なインテリ，余りにもローマ的

な"教会、、の政治的慎重さ，の中で，「不幸な民衆！かれらより

悲劇的な運命を想像することができるだろうか！•••••••••決して相
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談はされず， つねに犠牲にされ，戦争に追いつめられ，断 じて欲

した のではない罪悪を しいられてVヽ るのだ・・・・・・・・・」

ヨーロ ッパ文明の破綻が端的にあらわされている が， しかし ロ

ラン の強い人類，人間性への信頼は，それでも 尚平和を欲 し確信

し，ヨーロッ パに代ってアジア が他の人々 が世界を導くことを望

んだのであ る， と伺い，私た ちも そのロラン の｀信仰、に鼓舞 さ

れる気がした。

1980年 1月26日（土）

252回例会

第 77回 ロマン・ロランセミナー

場 所 京大楽友会館（今後，特に場所を記さない時は楽友会館で行われる）

テーマ： 「永遠のアンチゴネーに」

発表者 西村太一

出席者 17名

ロラン生誕 114年目を祝い， なごやかなムードの中で西村さん

の発表が行われた。ギリシャ神話のオイディプス王の姉娘アン

ティゴネーから題名をとられたこの論文の中でロランは，憎し

みを分けるのではなく愛を分ける，と生れついたアンティゴネ

ーの精神を捉え，女性の中にある自覚されていない力，に気付

かせようとした。母，マルヴィーダの二人を持った幸せなロラ

ンはその感謝をこめて，何を女性から享けたかを書き，戦争ヵ≫

ら未来を救うことへの願いを托した。

2月 23日（土）

253回例会

第 78回 ロマン・ロランセミナー

テーマ： ロマン・ロランと戦争 総括
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発表者 共同討議

出席者 17名

ロランが生涯対決した課題が｀戦争、である。 戦争の勃発をどう

したら止めることができるか，それに対してさらに｀革命、、という問

題がおこり， "i戦争、と"革命，、がロラ ンの時代の大きな課閣となった。

ロランは一体，戦争をどう考えていたのか？ 現実は現実として

認めざるを得ない，起って しまった戦争を個人の力で押し止めう

る，などとい う幻想は抱いていない。 しか し常に平和を望み， 汚

されても更に平和への可能性を追求してゆく ，人類の夢想と ロラ

ンが呼んだ ものを求めてゆくその姿勢がロラ ンなのだ， と。 もっ

と学習を重ねたいと切に願 う。

3月 22日（土）

254回例会

第 79回 ロマン・ロランセミナー

テーマ： 『闘争の 15年』から

《精神の独立》をめぐるアンリ・バルビュスとの論争

発表者 岡田淳平

出席者 11名

暴力の問題と精神の力について，吾々の未来へ向けて何を守る

べきか，破滅に陥らないために何を学ぶべきか，の大きな示唆を

与えられたと思う。

結ぴ

’‘ロランと戦争¥¥という大きなテーマを掲げてこ の一年セミナー

で学んできたが，勿論，ロランの思想の一端に触れた， としか言

えない。しかし第一次大戦中のロラン の論説の一部を通して， ロ

ランが破局的な情勢の中で知識人として何を学び，どう生きたかとい

うこと を，吾々の現実と重ね合わせて学ぶ所は多かったと思われる。

-45-



倫理と政治

ベ＼—,_ ---- ,、 ム

-、
- I ‘ , ., . 尋

、 ≫
• ‘ヽ．べ. .. 、・- ( 9 、、、

• ·• R , ヽ ~'. .，．令
． 

や>¥¥ ... ~_; と．、4-:J' こ

い`

疇

ー-- l -~ —-__,>~ ~ ~ 

＝エ=>c...- • ーコ,__ヽ ・,....一 咬 ，一'-・--ー・r--.
芍こ― -~ ~ 一 ~ ヽ'r',、¥

. :,/-'、・->,.. t. ~ ~;、1

丸山 真男

客観的正義に対する畏敬を持たず自己の上になんらの道徳律を認めない傲慢

な政治権力は一時いかに隆盛を誇ろうとも必ず歴史の審判の前に潰え去ること

は最近の世界におけるファシスト独裁国家の運命がなによりよく物語っていま

す。 「少数の人を永久に晒すことは出来る。多数の人を一時輛すことも出来る，

しかし多数の人間を永久に輛すことは出来ない」というリンカーンの言葉，或

はまた， 「目的は手段を神聖にするというのは正しくない。手段は真の進歩の

ためにはむしろ目的よりも重要だといえる。というのは目的というのは•• •…人

間相互の外部的な関係を変えるにとどまるが，手段の方は正義のリズムによる

か暴力のリズムによるか，そのどちらかによって人間精神を形づくるからであ

る。もし後者すなわち暴力によるとすれば，たとえどんな形態の政治であろう

とも強者の弱者への抑圧をとどめえない。これこそ私が革命の時の方が平時よ

りも却って道徳的諸価値の擁護を必須と見倣す所以である」というロマン・ロ

ランの言葉はそれぞれ最も簡潔に最も美しく，政治における倫理的契機を表現

したものといえましよう。現実の政治は一方の足を権力に，他方の足を倫理に

下しつつ，その両極の不断の緊張の上に進展して行くのです。

『戦中と戦後の間』 （みすず書房）から
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この数年間というもの， 『ユ ニテ』の読者にとって最も待たれる読みものであ っ

た南大路先生のロラン ＝マルヴィーダ往復~1r-簡が ， とうとう完結しました。 1974 

年の『ユニテ』 2号からの連載なので， もうまる 6年に亘って，ご多忙のなかを毎

号快く原稿をいただくことができ，編集部としては本当にありがたく存じておりま

す。ここに改めて原く御礼申しあげます。

この連載の完結を記念して，ベルタ・シ ュライヘアの同名の書物（みすず書房刊）

からと，同じくみすず害房刊，片山敏彦著作集と雑誌 ”みすず”から シュライヘア・

片山敏彦往復書簡を若干抜き出して編集 してみました。シュライヘァ女史は若き日

の南大路先生がドイツ留学中に大変お世話になられたこともあり，マルヴィーダを

語るとき忘れることのできない方です。ロランの縁につながる美しい魂の諧和が響

いてくるのを感じていただけることでしょう。

宮本正清夫人から仏独合作テレビ映画の詳しいご紹介をいただきました。この壮

大な大河小説の映画を茶の間で観ることができるかと期待し，日本でも是非近いう

ちに放映に漕ぎつけてほしいものとねがっております。

ユニテの広場の古田泰子さんは 9号の囲み記事で紹介させていただいた，毎日新

聞読書感想文コンクールで受賞された，初々しい京都女子大 2年生， 『ユニテ』の

とりもつ縁でセミナーに参加されるようになりました。今後のご活躍を期待してお

ります。

わたくしごとで恐縮ですが，今年 2月末から家族が入院しておりました京都第一

日赤病院第一内科で，主治医となって下さった妹尾次郎先生は， 10数年前，宮本先

生ご夫妻と共にロマン・ロラン巡礼の旅に参加されたという，非常に誠実な真塾な

医師です。そして又，その病棟の看護婦長森野あき子さんは， 25年も前からの熱心

なロマン・ロランの友の会の会員で，毎号の『ユニテ』を愛読して下さっている方

でした。偶然の，この思いもよらない出会いに恵まれ，心あたたまる入院生活をす

ごさせていただけましたのも，これまたひとえにロランの縁につながれてのことと，
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ユニテの輪の広がり をおぽえ，深い感銘 を禁じえませんで した。

セミナーで(J) "ロ マン ・ロ ランと 戦争” の学習は一応終りましたが，私た ちの周

囲の情勢はまことにきびしいようです。くりかえしロ ランの精神に学び直し，汲る

ことのない道を歩いていきたいものと念じており ます。

（編集部相illi綾子）

屠／稿歓迎l

0 ロマン・ロラ ンの友の会の会員であれば，誰で も自由に投稿できます。現在の

ところ枚数の制限はしておりませんので，何枚苫いて下 さっても結構です。 ただ

し，掲載の都合で何回かに分けたり，適当に削ったりすることがありますので，

ご承知ください。

〇 原稿は必らず， 400字詰，または 200字詰の原稿用紙に横苔き にして，ロマン・

ロラン研究所ぁてにお送り下さい。

〇 締切り Hは特にもうけておりません。年 2回発行を原則としておりますので，

随時，お送り下さい。

〇 原稿を掲載した方には，原稿料に代えて，当該「ユニテ」を 3部贈呈いたしま

す。

「ユニテ」

ユニテ第 3期第 11号

発行日 1980年 3月 31日

発行所 財団法人 ロマン・ロラン研究所

京都市左京区銀閣寺前町 32

TEL (075) 771-3281 

印刷所 昭和堂印刷所

京都市左京区百万遍交差点
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ツヴ ァ イク

ロマン・ロ ランが生まれたのは， 60年前のことです。 それはク ラム・ンと し、 ：）フラ／

スのちいさな村でした。彼は通祁；の学校の課程を終えま した。だが， 彼の も ）ヽと個人的

な好み， つまり音楽ガ~fき だとい う ことは，すでに幼 く して， 彼が全ヨ ー ロ ッ バ的な総合

的，包括的凡fflであることを暗示するものです。魂の庇から音祁1かな似詢 をもっている ひと，

肝心なのは技術的なことがらではなく，魂の底ということですが， そういうひとは，（よっさ りH

につくものではなくとも，たえず溢れでる調和への欲求を心に抱いているものです。ロマン ・ロ

ランはそういう意味で、 もっとも深く 音滋内な人/IJ]でした。音楽は彼に，先ずすべての民族を，

感情の面ではひとつである と見る ことをおしえてくれま した。 それでも彼は音楽をた「~情だけ

で受けとめることをしないで，知性をもって努力をかさね熱情をも ってとられました。音楽が

彼の大学での研究の対象となり， 音楽史を研究して， 22歳のと きには研究の完全のため に，

奨学金でローマに留学することになりました。 そしてローマで，この若いフ ランス人ロ ラン

の全ヨーロッパ的なものへの新たな成長がはじまります。偉大なモ ニュメンタルなも の，

レオナルドや ミケランジェロによって， イタリアの偉大さを知ります。彼の見たイタリア

の過去の芸術のもっとも偉大な姿と風光のうつくしさ，それに加えて音楽でした．すでに，

彼というフランス人はフランス以外の第二の世界を愛していたわけですが，そもそもわた

したらョーロッパ文化のしめす，偉大な三和音のためにはそこにはまだ第三番目の音，

つまりドイツが欠けていたのです。だが運命はえらびだした人問にたいして，いつも自

分の使者をつかわすものです。かくして注目にあたいすることがおこったのです。かつて

ドイツの地を踏んだこともないロランがほかならぬイタリアで， ドイツを理解する道を

見いだしたわけです。彼はローマで， 70歳の女性と知り 合いますが，みなさんはこの女

性の名前をごぞんじでしょう。彼女はマルヴィーダ・フォン・マイゼンプークであり，最

後のゲーテ的なドイツ人のひとりであり，普仏戦争の 1870年ではなくて，ゲーテの死んだ

1832年， そしておもうに 1848年が1立大の体験だったドイツ人のひとりなのです。彼女は

リヒアルト・ヴァーグナーやニーチェやゲルツェンやマッツィーニとの交友によって，桔

神の最後の二人， ヴァーグナーとフリードリヒ・ ニーチェの思想を胸のうちにたくわえ，

身に体現した最後のひとだ ったのです。 23歳のロランはこの女性と友情をむすびます。

けだし， これはおよそ本のなかでしか見られないような友情， まぎれもなく感助的な， こ

まやかな， 親愛のあふれた友情でした。

ひとつの国民を見るにあたって，〈下から），つまり旅の気分で， ちいさなホテルや偶

然であった不快なできごとやめぐりあいからではなくて，〈上から〉，つまり偉大な人間の

はっきりした創造的な人問のイメージから見るということがこんなかたちで彼のなかに

その典型をしめしたわけです。彼はここで，あらゆる国民を，そのなかのえらばれた人生

において，英雄的に見ることをまなんだのです。この信念は，終生かわることはなかった

のです。いいかえるなら， どの国民においても，蚊麻に成しとけられた仕事こそ，世界に

たいして，一ー一神にたいしてと 言ってもいいでしょうが一哨平価され，顧應されるぺきも

(1)で，け っして政治や，ある時期の突発的な出来事が問題になるのではないということで

す。

『時代と世界』（
ツヴァイク 全北

みす位房刊）から


